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今年 5 月 13 日に「日本の聖地巡礼とコミュニティ」と

題して内田樹（思想家／武道家）と内山節（哲学者）の対

談が、出羽三山の一つ羽黒山「いでは文化記念館」で行わ

れた。修験道の霊場として知られるこの地において、現代

の哲人たちが語り合うというからには、必ず何事かが起こ

るだろうという期待に、知的好奇心が疼いた。二人の対談

は予想通り、刺激満載の対談で、期待を裏切られることは

なかった。この内容については、いつかまとめてみたいと

思うが、今回は羽黒山詣がきっかけとなって、この夏に月

山･湯殿山巡りが実現した。驚いたことに（御利益なのか）、

行き詰まりを感じていた論考中の「グル・グル」が、まと

まりあるものに見えてきて、また新たな発見もあったので

この感動を綴ってみたい。 

 

その日の月山頂上付近は、立つこともままならないほど

の強風が吹いており、山小屋にたどり着いたときは達成感

と言うより安堵感の方が強かった。宮沢賢治の童話には

「風」が発端となって展開していくものが多いが、私の論

考も賢治の再読と月山の風が吹き荒れてくれなければ、ま

とまらなかった話でもある。今回の出羽三山巡りの経緯を

考えると、どうしても昨年グループホームの利用者と一緒

に行った｢恐山ツアー｣が呼び水になっているように感じ

る。恐山は、イタコと呼ばれる盲目・半盲目の人が口寄せ

して先祖の霊を下ろすという、私には「妖しく魅力的」と

いう印象が強かった。霊感というものがほとんど働かない

私に、今度は、羽黒山が「現在」、月山が「過去」、そして

湯殿山が「未来」を象徴しているという「生と死と再生」

という難題が突きつけられた。 

 

さて、私の中の「グル・グル」は、大それたミッション

と言われるかもしれないが「高齢者の発見」・「認知症世界

の威力」をどう表現し発信するのかに関してのことだっ

た。介護の施設で、こんな面白い世界･不思議な世界･謎か

けの世界が、日常的に巻き起こっているという興奮を「伝

えたい･伝えなければ」という気持ちにさせられるが、何

と云っても目に見えない、辻褄の合わない、ちょっと妖し

い話なのだ。どのように表現すれば、みんなに分かっても

らえるのか。それは誰にとって価値があり、そもそもみん

なに分かってもらう必要があるのか、あぁデーターですっ

きりと示す事ができたらどんなに楽だろう等と、すぐ逃げ

腰になってしまう。日々のエピソードに「凄い！」と心を

震わせ、「謎解き」が腑に落ちる結果につながったときに

は嬉しくて有頂天になる。しかし、発信することを考える

と、いや、これはあくまでも「個人的」なこと、｢銀河の里｣

だから起こる特異なことなのではないか、一般化や普遍化

はムリと、すぐさま撃沈してしまう。そんなことの繰り返

しだったが、いい加減この「グル・グル」に決着をつけよ

うと焦っていたとき、立教大学大学院の教授をされていた

内山節氏の著書群に共鳴して、同大学院の「21世紀社会デ

ザイン科」に飛び込んだ。しかし入学したからと言ってす

ぐに解決されるものでもなく、やはり「グル・グル」を引

きずりつつも、久しぶりの学生生活をエンジョイしてい

た。明確な論文のテーマも定まらず、グズグズとやり過ご

していたが、指導教官である長坂教授の勧めもあって、今

年の 10 月 27 日に立教大学の｢公開講座｣で、「農民芸術概

論解題」というテーマで、里の事例を発表する機会を得た。

3つの事例をオムニバス的に発表し、シンポジュームや演

舞も組まれた密度の濃い公開講座になりそうだ。私も腹を

くくり、事例に取り組むことにした。事例内容は昨年グル

ープホームの利用者と一緒に行った「恐山ツアー」の顛末

（詳細は「あまのかわ通信 151号（2016年 9月発行）｣参

照）を綴ったものだが、ちょうど月山登山の頃は、その事

例の「考察」部分に行き詰まりを感じていたときだった。 

 

「考察」を抜粋して、概観すると 

■暮らしの「場」としてのグループホーム 

「恐山ツアー」が計画・実施された経緯は、利用者から

の一言だった。自分の意思とは真逆であろう「施設入居」

を強いられ受け入れなければならなかった彼女にとって、

ここは集団生活の場であり、わがままは許されない場であ
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るという認識があったことは間違いない。個人の思想・信

条にかかわる大事なことでさえ、口にすることが憚れると

いった「遠慮」があったのだと推察された。認知症介護の

切り札とされている「グループホーム」の生活空間で、こ

れほどはっきりと意思表示をしてくれたことに対して、向

き合えないグループホームなら「収容施設」となんら変わ

らないではないか。なぜなら認知症が進み重度化してくる

と、利用者は言葉で意思を伝えることが難しくなり、スタ

ッフはその方の怒りや悲しみそして快・不快の表情や行為

から「要求や要望」を推し量らなければならない。さらに

また、認知症の周辺症状として暴言・暴行・虚言・作話・

妄想・徘徊などと問題視されている事柄のなかにこそ、大

事なメッセージが含まれていることに、深く関心を持たな

ければならない。「謎解き」のようなわくわく感や癒しを

くれるあたたかい言葉だけでなく、うわべの優しさを見抜

く鋭い言葉を投げられて、時に理不尽な疑いを掛けられ、

こころが折れるような体験もさせられる。このような、ご

まかしの利かない「暮らし」には、教科書的な理屈より「感

性やイメージ」が要求される。様々な「こと」が起こる関

係の「場」こそが、グループホームの本来的な空間と言え

よう。「介護」に特化していては築く（気づく）ことのでき

ない関係性でもあろう。 

理念として掲げられる「個人の尊厳を守る」だの「全人

的理解」などという一方向の上滑りで傲慢なものの考え方

はやめにして、また個人の自己責任としての「意思」に注

目するだけではなく、暮らしの中で双方が関係性の中で折

り合いをつけるという「意思」が重視されてもいいのでは

ないか。共に暮らす中で、認知症の方が持つ時空を超えた

迫力ある世界を、それを受け継ぐスタッフと一緒に、新た

な「物語」を作っていくことが、グループホームの本来の

目的ではないかと考えるようになった。 

 

次に、グループホームが「認知症ケア」に特化されるこ

となく、なぜ「物語」創生の場とするのかを考えてみた。 

 

■古典芸能として受け継がれる「能」／異界と出会う意味  

「銀河の里」のグループホームの祭事では、不思議なこ

とがよく起こる。今回の「迎え火」「送り火」という、ご先

祖様をお迎えしたり、送り出したりというお盆恒例の祭事

において、まるで能舞台を見ているような夢心地の時間が

訪れ、同席した者たちがそれぞれに感動し、心満たされた。

古典芸能における能（夢幻能）は、まさに異界と出会うス

トーリィであるが、通常、この世に未練を残したまま成仏

できない霊（シテ）が、旅人としての乞食の僧（ワキ）と

出会うことによって、吹っ切れない幾重もの想いを語り

（前シテ）、憑依したかのように激しく舞い成仏を遂げ（後

シテ）、夜明けとともに去っていくという内容である。能

舞台では、この世とあの世の境になるところが、「橋掛か

り」と言われる廊下の部分であるが、認知症の方の場合は、

引き金がどこにあるのかわからないが、記憶としての時間

に歪みが生じると、瞬時に幼な子や青年・中年・老年とい

う年代やその状況が呼応し、リアルな場面展開がなされて

いく。それは能舞台に大掛かりな舞台装置がないまま、時

代や場面そして「この世」と「あの世」の転換が起こる構

造によく似ている。 

銀河の里では次元が替わることを異界への「スイッチが

入る」と表現している。これはホラーのような恐怖を掻き

立てるものではなく、日本文化の中ではかなり親和性のあ

る感覚で、お盆にご先祖様を迎えるような、あるいは初詣

に行って手を合わせるような、日本人ならあまり抵抗のな

い感覚と言える。ただ、現代的な科学思考や合理的・客観

的思考からは違和感があり、認知症の方がスイッチを入れ

た状態になると、「病気の症状」と割り切りたがる傾向に

ある。これは、とてももったいないことだと感じる。 

ワキ方の能楽師である安田登は、『ワキから見る能世界』

の中で、人が異界と出会う物語を求めるのは、新しい生を

生き直したいという心性があり、その生き直しをさせてく

れるのが非日常としての「異界」との出会いであるという。 

夢幻能における「異界」が出現する要因を見ていくならば、

ワキは目立たずにワキ柱の隅に座っていることが重要で、

ワキの役割は「分けること」にあるという。安田の言葉を

借りるなら“残痕の思いでぐちゃぐちゃに絡まった糸束

を、快刀乱麻を断つがごとくすっきりと分ける能力”（ｐ

61） である。つまりワキは何かをアドバイスするのでは

なく「問う」ことによって「弔う」、シテの語りを引き出

し、物語を聞き続けるのである。「何もしない」ということ

を全身全霊を込めてする。つまりワキ座に座るものは基本

的には「無力」であるということだ。しかし無力なワキで

はあるが、シテである幽霊はワキにだけその姿を見せて救

済を求める。つまり無力なワキのみが異界と出会い、シテ

の新たな生を生き直させることができるのだという。この

ことを「無為の為」というが、能のワキ僧たちは、修行と

して世を捨て、身を捨て、心を捨て、絶対無力の空洞にな

って、諸国を漂泊するという。 

 

われわれは認知症の方が「異界」へのスイッチを入れる

瞬間、果たして「生き直し」を求めているという認識に立

てるだろうか。「分ける能力」を持つ絶対無力なワキとし

てのスタッフの修業とは、いかなるものかを考えさせられ

る。誰でもができることではなく、どんな場所でも起こる

ものではないことを思い知らされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■魂の次元から老年期を見る／物語の必要性 

また里のグループホームでは、心理臨床分野で「魂」を

強調するジェームズ・ヒルマンのいう「老い」についての

理解に強く共感してきた。晩年の著書である『老いること

でわかる性格の力』は、まさに彼が自分の老いを見つめた

ときの率直な想いが伝わってくる、里のバイブル的存在で

もある。 
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―（以下、適宜抜粋し引用）   

ヒルマンは、老いを生物学的・発達段階の高齢期として

とらえるのではなく、個人の性格が魂に導かれてあらわに

なる時期だからこそ、老化は必然なのだという。性格は晩

年のためにあり、性格は老化に伴う変化に意味と目的を与

え、治癒力を持つ観念なのであるという。 

老人は、忘れ難いもの、先祖からのなにかを表すもの、

文明という舞台での登場人物、そう、一人一人が個性的で

かけがえがなく、価値のある人物となるだろう。老化それ

は一つの芸術なのではないか。（ｐ12）  

魂は社会の常識など気にかけない。ただ自分らしくあろ

うとする。そして、魂それぞれの、何にも還元できぬ、平

均化できぬ個性こそがこの社会がつまらぬフラットな世

界へと落ち込んでしまうのを防いでいる。（ｐ8） ― 

 

 ヒルマンの視点は、かつて私が大学で学び、ケアワーカ

ー養成校で教えてきた介護福祉分野では、想像を遥かに超

えた「老人（高齢者）理解」であり、受け入れがたい発達

論であった。だが、銀河の里のグループホームで目の当た

りにする認知症の世界の威力は、ヒルマンの「魂」論を裏

付けるような出来事の連続であった。 

 

まさに超高齢社会を迎えている日本は、近い将来認知症

の発現者が 800 万人とも 1000 万人とも言われ、社会問題

や経済問題として取り上げられ、個人としては人格崩壊や

意思の喪失という「わたしが私でなくなる」ことの不安や

恐怖、「家族や地域に迷惑を掛ける」という認知症介護の

難しさや大変さから、リビング・ウィル（living will）で

尊厳死を選択する傾向にいくことも想像に難くない。そし

て今後は今以上に認知症予防が叫ばれ、治療薬の開発に検

証や最新の医療技術が注がれることだろう。しかし暮らし

の中にあっては、認知症の発現の意味や老いることの価値

が見いだされなければ、それもまた虚しいものになるので

はないか。例えば、病の原因や治療法が医学的に解明され

たとしても、「なぜ我が身に、この病が起こったのか」とい

う個別の問いには答えてくれないからである。そこには、

自らが折り合いをつけ、腑に落ちる「物語」を必要とする。

しかし認知症の方の場合、その物語を一緒に紡ぎ、繋いで

くれる傍らの人を必要とする。同時にそのことは、傍らの

人が癒され生き直しをさせてもらえるという双方に必要

な関係でもあるのだ。 

認知症の方が繰り広げる時空を超えた世界に触れるこ

とは、希薄な人間関係に揺さぶりをかけ、経済優先による

自然破壊や格差・不寛容社会に対する諦め、死者との縦の

関係の断絶による拠り所のなさ、喫緊の課題である核やテ

ロの脅威に直面している現代の我々にとって、「いかに生

きるべきか」「生き直しは本当に可能なのか」という本質

的な問いへの示唆になるのではないか。このような意味か

らも「異界」や「魂」という視点を、暮らしの場や介護の

分野にあてることの重要性を強調したいと思う。 

 

■アートとしての生と死と癒し／賢治世界  

これほどに科学技術や医療技術が進み通信手段が発達

し、物質的な豊かさを享受している 21世紀社会であるが、

残念ながら「死」を免れる人は誰もいない。しかし、この

明確な事実としての「死」に、私たちはきちんと向き合っ

ているだろうか。人口動態統計によると、死亡の場所が

1955年には病院が 12％、自宅が 77％であったが、2009年

には逆転してそれぞれ 78％と 12％になっている。「死」を

医療や施設のもとに遠ざけ、身近なものではなくなってい

ることにも原因があるかもしれない。 

しかし今回の事例で、「死」と対峙するために、特定の宗

教が必要であるとか、死後の世界に天国や地獄を想定した

り、成仏や輪廻があるとかないとかを語ろうとしているの

ではない。「死」は確実だが、死後の世界は誰にも分からな

いからこそ、時代や文化そして思想･宗教･哲学などの多様

な捉え方が在っていいのだろう。 

 

銀河の里は開設当初から「農」を暮らしの基盤に置いて

きた。自然の恵みのなかで人は働き、四季の巡りと共に祭

事が行われ、「農」の根底には常に「祈り」がある。それは

大いなるものに対する畏敬と感謝を顕すものであり、人と

しての謙虚さを学ぶことでもあった。 

宮沢賢治が「農民芸術概論綱要」や童話のなかで描く世

界は、生老病死に関わる「本質的」な問いであり、決して

答えをくれるものではない。善悪・清濁を併せ持った人間

の性（サガ）といった葛藤のありようや自然との合一の歓

喜が読み取れる。山下聖美は、賢治が五感を複数同時に働

く「共感覚」の持ち主だと表現している。音が聞こえた瞬

間に色や形がイメージされ、また見えた瞬間に音や感触ま

で味わえるという「共感覚」、山下は 3 才頃までは人にそ

なわっている能力ではないかと語っており、賢治はまさに

その能力を持ち続けた特異な存在だったのだろう。その表

現の仕方や「わかりにくさ」・「謎の多さ」においても独特

である。賢治は体験したことを「心象スケッチ」といい、

自らの原稿に残している。しかし作品として多くの人の目

に触れ、読まれ、有名になったのは没後であった。賢治の

代表作として『銀河鉄道の夜』があげられるが、視点のあ

て方によって幾通りもの解釈があり、だからこそ時代を超

えて今も読み継がれている。賢治自身は、今まで書いてき

た原稿を「迷いの跡」といい、「まことの幸福」を求道して

いくものにとって“永久の未完これ完成である”と記して

いる。 

認知症は、医学的には脳の萎縮や脳血管疾患による後遺

症として「負」の側面ばかりが強調されているが、認知症

の方は幼少時で失うとされる「共感覚」を取り戻しただけ

ではなく、さらに本質を見抜く「超感覚」を帯びた存在に

なったと言えるのではないか。銀河の里の「物語」は、そ

のような存在者が語る「心象スケッチ」を書き留めるワキ

としてのスタッフによって紡がれ、可視化されるものであ

る。今回の事例を検討することで、このことを発見できた

ことは、非常に意味のあることだと感じている。 

 

 

以上、「恐山ツアーの顛末」として考察を重ねてきたが、

1年が経った今も、各々の人生の旅は続いており、そのあ
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りようは刻々と変化・変容を続けている。ツアー計画の発

端になった今年 92 才のＨさんは、里のグループホームが

しばしば実家の塩釜になっていて、「すぐ下の体育館さ行

ってくる。米を持って行かないと･･･」とか、「黒い服がな

くなった。黒い靴も杖もなくなった。みんな盗られてしま

った。裸足で行かねばねぇ」などの謎かけをしかけてくる。

スタッフが一緒に探そうとすると、素っ気なく拒否すると

いう。今年は、その謎かけ解明？のために「塩釜ツアー」

が組まれている。Ｈさんの「塩釜」とはどこにあって、何

を指しているのだろう･･･すぐ下、持っていくべき米・失

った黒い服・黒い靴・杖･全部盗られて裸足･･･とは。Ｔさ

んは入居されて 11 年目が過ぎた。昨年採用の亜美さんの

離職による淋しさが癒えないまま新年度を迎えたが、今年

度の新人長坂君の手をがっしり掴み離さず、2時間以上に

わたって連れ回し、失ったブレスレッド（スタッフは見た

ことがない）を一緒に探すという出来事があった。Ｔさん

にとって、｢手｣の意味は何なのか？（手）掴みし、（手）探

るものであり、（手）繋ぐものであり、「あなた」に（手）

渡すものであるとするなら、今はまだ謎であるが、双方に

とって意味のあることに違いない。世代の違う二人が、こ

れからどんな物語を紡いでいくのか、とても楽しみであ

る。｢恐山ツアー｣には行かなかったが、グループホームで

独特な生活スタイルと儀式を執り行い、彼女時間で日課を

決めて過ごしているＹさんは、｢美しいわぁー、素敵ねぇ｣

と言う時には、両手を広げて天を仰ぐ･･･これもまた｢謎｣

を含んでいる。スタッフは「塩釜ツアー」の準備をしつつ、

Ｈさんの「足－地（過去）」と、Ｔさんの「手－働く（現

在）」、Ｙさんの「天－未来｣のイメージを抱え、このチーム

ダイナミズムに圧倒されつつも、次の冒険の旅に期待を膨

らませている。 

―「異界」に出会う修行者としての乞食の旅がまた始まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また私事であるが、福祉施設の管理者として 17 年間と

いう歳月を認知症高齢者と暮らすことで、見えない世界の

面白さや不思議さ、そして看取った死者たちとの深い繋が

りによって支えられている。この実感が、曲がりなりにも

法人組織を「腐らせず」「形骸化させる」ことなく運営し、

管理者という役割を全うさせてもらっている。またしばし

ば襲ってくる刹那や闇クロに翻弄され憂いながらも、なん

とかこの地で踏ん張って生きてこられた。かつて 3～5 年

ごとに転職を繰り返してきた私にとって、これはもう奇跡

としか言いようがない。 

賢治の童話に『毒もみのすきな署長さん』という話があ

るが、犯罪を取り締まる警察署長自身が、「毒もみ」の常習

者であることが発覚し、裁判にかかり死刑になるという結

末なのだが、署長が斬首される時に、笑って言うセリフと

それを聞いたみんなの反応が実に興味深い。 ―以下、太

字は抜粋― 

「あぁ、面白かった。俺はもう、毒もみのこととなったら、

全く夢中なんだ。いよいよこんどは、地獄でも毒もみをや

るかな。」みんなはすっかり感服しました。 

常識的に言うなら、犯罪は取り締まられるべきだが、命

を懸けて夢中になれる何ものかを持っている署長さんの

欲望むき出しの姿に、観衆は感服した。その様子がリアル

に浮かぶ描写である。私は、しばしば認知症の方に吹き荒

れる激しい「怒り」の中に、その方の「毒もみ」を垣間見

せられ、理屈抜きで感服させられることがある。そんな時、

私にとっての「毒もみ」とは一体何であるのかを考えさせ

られる。 

 

ともあれグループホームの日々の暮らしは、とてつもな

くユニークで刺激的だ。グループホームでは、「異界」のド

ラマが古典芸能としてではなく、また童話や文学作品とし

て語られるのではなく、まさに「暮らし」の中でリアルに

起こるから凄いのである。ところが、スタッフが恣意的・

操作的にやろうとすれは、中途半端な「茶番」であり「駄

作」に過ぎなくなることは明白である。ハレとケがうまい

具合に生活の中で行われるなら、日々の暮らしに豊かさや

活気があふれてくることは間違いないだろう。さしあた

り、銀河の里のグループホームにおけるハレとケの舞台装

置をあげるなら、「農のある暮らし」ということになろう

か。農には八百万の神々が似合っている。私自身、どの神

様に手を合わせているのか分からなくなる。何より、主役

であるシテとしての認知症高齢者がワキというスタッフ

の守りの中で、常識や道徳・善悪を超えて大いに謡い舞っ

てくれることが重要である。その人らしい個性豊かな生き

方が自然体で保障されてこそ、真のアート（在る：being）

が誕生すると確信している。 

 

月山頂上からの下山コースは、姥ヶ岳を巡る穏やかなコ

ースで山肌や稜線が美しく、何度も足を留めた。賢治が持

っているという「共感覚」や認知症世界の「超感覚」は持

ち合わせてはいないが、凡庸な私にも自然と一体になる喜

びが風と共に吹き抜け、「グル・グル」も一緒に運んでいっ

てもらったように思えた。残念ながら湯殿山のことは、芭

蕉が「語られぬ湯殿にぬらす袂哉」と詠んでいるとおり、

見たものを他言してはいけないという山の教えに従い、こ

こで締めたいと思う。しかし世阿弥の能楽論にある｢秘す

れば花なり、秘せずば花なるべからず｣と重なって、私は

この「事例」を秘すべきなのかと、またグルめきはじめた。

そうか、このグルめきに戻るサイクルこそが、湯殿山の｢再

生｣の意味なのか。 

宮沢賢治：1896-1933 日本の詩人、童話作家、仏教信仰と農 

民生活に根ざした創作を行う。 

内山節：著『ローカリズム原論』『里という思想』『怯えの時』 

『半市場経済』『農の営みから』『戦争という仕事』 

『哲学の冒険』『地域の作法から』『いのちの場所』 

『日本人はなぜキツネにだまされなくなったか』他 
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 ７月に、久しぶりに平賀六郎さんにお会いした。2年前、

六郎さんの義母である幸子さんを特養で一緒に看取った。

あれからしばらく休息をとったあと、「人生の卒論」と位

置づけて、日本の名曲の英訳作業に没頭しておられた。そ

れがこのほど完成したと連絡が入り、中屋さんと二人で会

いに行き、六郎さんと三人でお寿司屋さんで色んな話をし

た。幸子さんのこと、社会情勢の話、日本の将来の話、私

は話についていけず、ほぼ聞くしか出来なかったが、六郎

さんの「今の社会には嘘と本当がごちゃ混ぜだ」という言

葉が重くこころに残った。 

  

 最近、勉強せねばと思い、本屋で本を無意識的に２、３

冊購入した。その中の一冊の「コンビニ人間」は妙におも

しろくて作者の村田沙耶香の作品を続けて数冊また購入

した。「タダイマトビラ」という作品は、家族がテーマだ。

嘘っぱちの家族ごっこに溺れる人たち、そしてそれこそが

幸せと言うねじれた感覚、家族と幸せはイコールなのかと

問う内容だった。他人との（自分を満たすための）家族ご

っこ、凄まじく気持ち悪い。吐き気もしたが、共感も覚え

た。自分自身がそんな家族ごっこを求めていた（もしくは

求めたくなる）からかもしれない。六郎さんの「嘘と本当」

の言葉と共に、「ごっこ」でしかなかった自分を、見つめさ

せられた。それから数日、その事が頭の中にあった。仕事

中はいいが、一人になると頭の中を「ごっこ」の自分がぐ

るぐると巡り、居心地が悪くなった。 

 

 嘘と本当は何を基準にして分けるのか。私は嘘と本当が

分かるだろうか？ そんなことを考えていると、デイの利

用者のＳさんのことが浮かんできた。Ｓさんと過ごす一日

は早いようで長い。Ｓさん自身の波もあって、穏やかな時

もあれば角が何本も立って鬼に変貌する時もある。Ｓさん

自身がその「鬼」に囚われ、怒りが爆発して、不本意なん

だと思うけど、色んな人を言葉や暴力で傷つけなきゃない

ならない時がある。そんな時、私はただジッとＳさんの事

を考えながらとても痛い時間になる。Ｓさんにとって大事

なことのはずだ･･･そう思いながら、でもとても苦しくて、

Ｓさんと共に救いが欲しくてたまらなくなる。Ｓさんはと

ても敏感で繊細で、そんなこちらの胸中を見透かしている

様な気がする。Ｓさんを、私は何度も「怖い」と思った事

がある（手をあげられそうな時、そばで怒鳴られる時、目

つきが険しい時）。それはＳさんにそのまま伝わって、き

っとＳさんを傷つけている。だから怖いなんて思いたくな

いけれど、実際にはとても怖い時がある。そんな時には、

Ｓさんにどんな言葉をかけても嘘っぱちで表面的な言葉

にしかならない。当然、Ｓさんには届かず跳ね返される。

Ｓさんが抱える傷・痛み、それは大事なことだから大切に

したいと思うのだが、なかなか簡単にはいかない。それが

申し訳なく思う。Ｓさんの方が泣きたいはずなのに、こち

らの涙が先に出てしまう。 

 その日も、とにかくＳさんの勢いに飲まれて傷ついてい

た日で、たぶんＳさんも私もボロボロだった。ズンズン進

んでゆくＳさんのあとを追っかけて、ユニット“おりおん”

に来た。Ｓさんは目の前にいた利用者さんに「何がダメな

の！！！！」と、もの凄い剣幕で叫んでいた。けれど、Ｓ

さんが叫ぶ相手はもっと何か違う存在･･･空に向かって叫

んでいるように感じた。そんなＳさんの隣で、私は突っ立

っている事しか出来なかった。利用者さん達も、Ｓさんの

ことを見ていなかった（小声で、あの人おかしいとコソコ

ソ話す利用者さんは居た）。そこへ、「いいよ！！！！」と

声をかけてくれたのは、利用者のＡさんだった。ニカッと

した笑顔で、私たちを見ていた。「はははぁ～、いいよ。い

いよ！！！」Ａさんはそう叫んだ。“いいよ”と言ってもら

えて、Ｓさんも私も肩のちからが少し抜けた感じで、Ｓさ

んの表情は、ちょっと柔らかくなっていた。迷いに迷って

怖くて悲しかった私は、「いいよ」という言葉で、悲しい事

もやるせない思いも、許された感じがした。たぶんＳさん

も同じだったように思う。Ｓさんと私にとって、全然表面

的なんかじゃない、奥に奥にまで届く「本当」のメッセー

ジだった。「本物だ」と、Ａさんの声と表情にそう私は感じ

た。 

 ＡさんとＳさんは、去年はデイサービスで一緒に過ごし

た仲間だ。デイホールでのレクリエーションにはまれない

二人は、お互いにちょっかいをかけたりしながら、デイホ

ールの隅っこの囲炉裏で過ごすことが多かった。その後、

Ａさんは特養に入居になったが、それからしばらく鬼と化

し、怒鳴り、暴れ、叩き、歩いた。自分のなかのなにもの

かと戦い続けるように、目を閉じ、自分を殴った。そのＡ

さんがひとつ山を超えたような落ち着いた日々を送って

いる（たぶんまだまだ山はあるのだろうけれど）。そして

今、私とＳさんに「いいよ！！！！」と言ってくれた。そ

んなＡさんの言葉だからこそ、とてもありがたく、とても

重い、救いのある･･･魔法の言葉だった。 

 そういえば、まだ少し寒い春先の日のこと、その日もと

安田登：人が異界と出会うことがなぜ重要なのかを、能の演目 

「定家」を紐解きながら、また非日常としての「晴れ 

（ハレ）」と日常としての「穢れ（ケ）」の喩を用いて 

説明している。 

ジェームズ・ヒルマンヒルマン：1926-2011、アメリカ合衆国 

の心理学者でユング派｢元型的心理学｣の創始者。 
山下聖美：日本近代文学研究者、日本大学教授「宮沢賢治研究 

史 日本における宮沢賢治の受容に関する考察」により 

芸術学博士。 

超感覚：五感や論理的な類推などの通常でありきたりの手段を 

用いずに、外界に関する情報を得る能力。 

闇クロ（やみくろ）：村上春樹の『この世の終わりとハードボイ 

ルドワンダー・ランド』の中に出てくる東京の地下の闇 

に集団ですむ邪悪な魔物。 

毒もみ：宮沢賢治の童話(生前未発表)で、火薬を使って魚を捕る

漁で、プハラの町では禁止されていた。 

芭蕉：1689 年新暦 7 月 23 日修行者の装いで月山に上り、頂上 

で一泊して翌日湯殿山に下ったとされる。 

世阿弥：1363-1443（不明）日本の伝統芸能のひとつである｢能｣ 

を大成した 

 

  

うそとほんとう 
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にかく歩き回るＳさんと共にいて、怒っている様な、何か

焦って追い詰められている様なＳさんと共にだんだん苦

しくなってきた時、銀河の里の近くの八雲神社に行った事

があった。私が「ここに寄らない？」と話すと「えー、こ

こですかー」なんて言いつつ、よいしょよいしょと頑張っ

て何段もある石段を一緒に上がってくれた。鳥居をくぐっ

て本殿が見えると、私が何も言わないのに、Ｓさんは着て

いた赤いジャンパーの袖をまくり、小さな手を合わせ目を

閉じて拝んだ。それまで憑りつかれたように何かを探して

走り回っていたのに、いきなり違った。静かに長い時間、

Ｓさんは拝んだ。私は驚きながら、ようやくホッと安らぐ

ことができた。私も手を合わせながら神様にお礼を言っ

た。この時も、言葉はないけど神様に「いいよ」と言って

貰えた気がする。目をあけると、Ｓさんも少し安らかな表

情をしていた。 

 「いいよ」と言ってもらうのって、単純だけどとても大

きい。もちろん、表面的な言葉では伝わらないが、そこに

深い安心が込められるとホッとする。「誰」に言ってもら

うのかも重要だ。私も、デイの不安や自分の情けなさを理

事長に話したあと、「今はそれでいいよ」と言って貰って

心底ホッとしたことがある。 

 Ａさんはその後もＳさんを守ってくれる存在で居てく

れる。「いがった。おめ、いがったじゃ」そう言って声をか

け、「なによー、もー♪」とＳさんも嬉しそうにしている。 

 

 Ｓさんは（たぶん本当は私たち皆も）嘘っぱちじゃない、

本物の言葉や存在、居場所を求めている。そして自分自身

とも闘っている。Ｓさんの寂しさや、Ｓさんが奮闘して今

やらんとしている事は、私や皆が求めているものと同じも

のだと思う。今、苦しみながら「本当」のことを取り戻そ

うとしている。それはＳさんにとっても誰にとっても「本

物」で、「ごっこ」なんかじゃない。ニセモノでしか生きら

れない時代に生きているから、痛いし、時間はかかるし、

苦しい。 

Ｓさんの隣にいると、その「本当」と「ニセモノ」を一

緒に抱えさせてくれるから、私も苦しくなるし、とても大

事な場面になる。怖いのも泣きたくなるのも全部「本当」

だ。そしてそれはとても大事なことなんだと思う。Ｓさん

には（利用者さんには）嘘なんてこれっぽっちもない。だ

から無力な自分であっても、泣きながらでも、頑張らなき

ゃと奮い立たせられる。 

 そんなＳさんのケース会議を特養で行っていたとき、脇

澤さんが事務所に走って来て、ナカさんが亡くなったと報

告があった。Ｓさんとのこれからを考えていたところに、

ガン！と衝撃が走った。そのままデイに戻って、どんな顔

して、まず、誰に、なにを伝えたらいいのか･･･ぐるぐる、

訳がわからなくなっていた。その時、利用者の定次さん（仮

名）が、大きな手で私の手を握ってくれて、「がんばった、

がんばった。よぐやったじゃ。いがったぞ」と、とても柔

らかな笑顔でそう言ってくれた。優しく温かく、まるでナ

カさんの事を伝えてくれている様だった。ほんと、もう、

銀河の人たちは、認知症の人達は、「本物」でしかない。い

つもいつも、大事なものを見逃さず、メッセージに乗せ伝

えてくれる。定次さんの言葉に慰められ、しばらく目を閉

じた。 

 

 嘘だからダメということではないと思う。が、六郎さん

が仰るように、悪意ある嘘・騙しはもちろんダメだが、私

の場合は、自分のなかに在るものが嘘だった・ニセモノだ

ったと気付くと、情けなく、恥ずかしく、恐ろしくなる。

ニセモノは、やっぱり脆いし弱い。そして人にも伝わらな

い。私はやっぱり真っ直ぐで在りたい。それはたぶんニセ

モノではなく、本当で在りたいと願うからだ。 

 

 銀河の里にいると、表面的ではない、本物の言葉や存在

にたくさん出会う。今までそれらにどんなに救われたんだ

ろう。そして、私はそれらを抱えながらどう生きてゆける

んだろう？ 表面的では、絶対に誰かを傷つけてしまう。

それはとても怖い。ごっこじゃない自分になれるかどう

か。田んぼも、音楽も、そして利用者との時間も、ごっこ

にしたくない。まずはＳさんとの時間を大事にして向き合

っていきたい。 

 

秀光さんは、かつていたずらが頻繁で、いわゆる「迷惑

行為」が原因で他の施設の利用を断られて行くところがな

くなった。そこで、おととしから銀河の里の特養でのショ

ートステイを利用が始まった。40 代の若さで脳梗塞にな

り、マヒが体に残って、車イスでの生活を余儀なくされた

運命を受け入れることは簡単にはできない事だったろう

と推察される。いたずらぐらい「そりゃ、したくなるよ」

との理解から、里ではショートステイ中に沿岸の釜石など

遠出のドライブを企画したりして、秀光さんの悔しさを晴

らそうとばかりスタッフも張り切ったのだった。 

  

秀光さんのいたずらはさまざまな手法がある。それは里

のショートステイが始まると早速発揮された。一番おもし

ろいのは、「これ落ちてましたよ」と様々なものを拾って

きてスタッフに声をかけ、「なんですか、これ」と質問する

やつだ。どこから見つけてくるのか、クリップや洗濯バサ

ミ、ペンや画鋲･･･あげくにはスタッフもわからない何か

  

秀光さんと行った田瀬の花火 

特養ほくと 佐藤 万里栄 
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の部品をどこから持ってきたのやら、一緒に「？？」とな

ったりする。 

初めのうち、よくやっていたのは、居室のトイレに大量

の紙を流して詰まらせて水をあふれさせたり、そこいら中

の壁に油性マジックで落書きをしたり、車イスを画鋲でパ

ンクさせたり･･･まるで子供のようないたずらばかりで皆

を困らせた。当の本人は楽しいのか、愉快犯よろしく素知

らぬ素振りでやってきて「ここ、落書きありますよ」とす

っとぼけて「誰がやったんですかね？」などとうそぶいて

いる。 

私が「秀光さんでしょ！」と突いてみると、「えー、違い

ますよ」と全く動じずに否定してしらばっくれるものだか

ら全く手がつけられない。でも見え見えなので、そんなや

りとりをしながら笑いが込み上げたこともあった。 

それでも、ショートステイを重ねていくうちに、スタッ

フとの様々な関係が出来てくると、次第にいたずらの数は

少なくなっていく。いたずらを報告する回数より、一緒に

紅茶やコーヒーを飲む時間が増えていった。若くて聡明で

元気な秀光さんに、スタッフはいっぱい頼み事をする。秀

光さんも引き受けてくれて、一緒に掃除したり、「マリエ

さーん、○○さんが探してましたよ」といろいろと特養の

中の情報を集めて報告をくれるので、スタッフの仕事上で

も居てくれないと困るような存在になっていった。 

 

 ショートステイでそんなやりとりを続けてきた秀光さ

んが、去年の暮れ、正式に特養に入居が決まった。秀光さ

んは入居初日「永遠にお世話になります」と語り、覚悟を

決めてきたようだった。入居後も、日々いろいろひねくれ

ながらも、スタッフとも関係を作りつつ、秀光さんらしく

過ごしていた。そして特養入居になって初めての誕生日が

来たのだが、今年はタイミングが会わず、これまでショー

ト利用でも毎年行っていた誕生日遠出ドライブにも行け

ていなかった。 

おまけに、オセロ仲間のＳさんの体調不良もあって、日

課のオセロも出来ない日々が続いていた秀光さんとして

みれば、どこか自分の存在が小さくなった感じがあって、

大きく自分を見せようと振る舞わざるを得なくなってい

たのか、また意地悪な感じが復活気味になっていた。私は

秀光さんと外に出なければならないと感じていた。そこ

で、夏らしいことを体験したいと思って、花火に誘ってみ

た。すると「花巻の花火はパッとしないからイヤッ」と乗

らなかった。「じゃあ、田瀬湖の花火は？」と言うと「見た

ことがない」と言う。私は、あの湖水の上に咲く大輪の花

火を見せたい、一緒に見たいと思った。 

 

今年は 8月に入ってから、天候が不順で、連日雨が続い

ていた。予報もずっと雨だった。花火当日も朝から雨が降

っていた。「雨ですね」と秀光さん。「そうだね」と返す私。

それでも二人とも、『やめようか』とはならなかった。天気

は気になるが絶対に一緒に見に行きたいと思っていた。 

当日は休みだった私は盛岡に出かけていた。副施設長の

戸来さんも気にしてくれて情報をとって「花火、やるって

ホームページに出てたよ」と私にメールで教えてくれた。

私も夕方までネットで花火の予定を何度もチェックした。

「予定通り行います！！」と一貫して開催を表示してい

る。しかし雨は止むどころか雨脚は強まっていた。 

「なんだよ！もー！」と生憎の天気に腹立たしい思いをし

ながら夕方、特養に行くと、事務所で完璧にお出かけ準備

をした秀光さんが「行くでしょ？」と準備をして待ってい

てくれた。外は雨だが、準備万端の秀光さんに私は嬉しく

なって「もちろん行くよ！！」と出発準備を始めた。一緒

に行く予定の中屋さんも合流した。「雨だから行かないと

思ってた～」と言いながら、行く気満々、「よし行こう！」

と３人で出発した。 

道中、車の中で「オレ、本当に花火やるか心配で、何度

も何度も戸来さんに聞いたんですよ」と秀光さん。やっぱ

りこの天気はちょっとひどいよね･･･でも揺らがず待って

いてくれたのが嬉しかった。 

 

田瀬湖に着いたが、やはり雨は降っていた。駐車場の警

備員さんに「ここからなら車イスでも見られますよ」と駐

車場内の見晴らしのいい場所を勧めてもらった。でも、私

が見せたいのはそんな花火じゃないんだ！こんな場所か

らじゃ迫力がない！との思いを抑えきれない。思い切っ

て、雨の降る中、３人で湖水のほとりの会場へ向かう。 

会場へ降りる道は、下り坂で、舗装のない砂利道だった。

私が車イスを押し、中屋さんが前から支えて秀光さんの足

がフットレストから落ちないよう支えて、御神輿さながら

降りていった。中屋さんによると、そのとき秀光さんは笑

顔なのだが、今にも泣き出しそうな複雑な顔をしていたら

しい。秀光さんは「嬉しいんです」と言っていた。 

湖水のほとりの会場につくと屋台が出ていて、お祭りム

ード。雨が降ってもいい雰囲気だった。そこで焼きそばや

フライドポテトを買ってくると、秀光さんはニコニコしな

がら私や中屋さんの口にどんどんそれらを詰め込んでき

た。「待って待って！食べきれないよー」と私たち。秀光さ

んは「そうですか？これくらいしかお返しできないんで」

と言いながら凄く嬉しそうだった。特養でもよくお菓子を

みんなに配ってくれるが、それも恩返しや愛情表現なんだ

ろうなと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食べ終わったあたりで、花火大会開始前のアナウンスが

始まった。「話はいいから早くしろー！」とヤジを飛ばし、

待ちきれない様子の秀光さんに、中屋さんや私も便乗して

盛り上がる。雨は花火が始まろうというのに、いっこうに

止む気配はなく降り続いていたが、もうここまで来たら濡

れるのなんて関係なくなっていた。もうワクワクして「雨
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でもなんでも降ってこい、早く花火上げろ」と盛り上がっ

ていた。 

やがて最初の大きな花火が打ちあがった！秀光さんは

「おぉ！でかい」と言ってから、あと少し黙っていたが「感

動してます」と泣いていた。「こうなってから初めての花

火だから」と小さな声で言ってくれる。私は秀光さんのこ

んな素直なところが大好きだ。秀光さんは美しいものが好

きなロマンチストで、素直だからこそひねくれているのだ

と思う。だから私は真っすぐに打ちあがる花火を秀光さん

と一緒に見たいと思ったのかもしれない。 

上がる花火に「あれはマリエ、あれはナカヤ」と私たち

を花火にしてくれる秀光さん。私たちは花火の広がる空に

向かって「秀光さん、お誕生日おめでとう！」と叫んだ。

「ありがとうございます」と応えつつ、秀光さんは「たー

まや～」「かーぎや～」の掛け声もなかなか様になってい

た。会場ではみんな傘を差して、花火が上がるたびに傘を

どけて空を見る。雨の花火もなかなか良いじゃないかと

我々は大いに盛り上がったのだった。 

 

花火が終わり、帰る段になって、来るときに下がってき

た砂利道の坂が待ち受けていた。行きはよいよい、帰りは

こわい･･･雨はずっと降り続けていて路面もひどい。それ

でも、よし、頑張って上がっていこう！と３人で進むが、

しかしやっぱり結構大変･･･坂の途中で車イスを押す私と

中屋さんが息切れしていると、後から上がってきた家族連

れのお父さんが「手伝いましょうか？」と声を掛けてくれ

た！ それには秀光さんも静かに驚いていた。そこからは、

そのお父さんの力を借りて坂を上がる。小さな息子さんも

「お父さん、オレが代わろうか」と言葉で力になってくれ

ていた。男手を借りてなんとか私たちは坂を上りきった。 

そのご家族にお礼を言って「来年もよろしく」と明るく

別れたあと、秀光さんは「あんな家族もいるんですね～」

と花火とは違う驚きと感動をしているようだった。 

帰りの車の中でも秀光さんは「花火も良し、やきそばも

良し、たこ焼きも良し！ マリエも良し、ナカヤも良し、押

してくれた人も良し！」と言う。私と中屋さんが揃って「秀

光も良し！」と言うと、秀光さんが「すべて良し！！」と

しめた。 

 

秀光さんは、いつも人と人との関係の間で揺れている。

素直になったり、ひねくれたりしながら、好きも嫌いもど

っちも突き抜けていく人だと思う。雨の中を真っすぐ上が

った花火は、秀光さんにとても良く似ているように私は思

った。 

 

 

火曜日と金曜日は、私がワークでお昼の味噌汁・スープ

作りをする日です。7月 21日金曜日の昼は、初めてスーラ

ータンを作りました。それまでスーラータンは厨房の祥さ

んが作っていました。その日は厨房が忙しくて作れなかっ

たので、ワークで作ることになったのです。この日はワー

クステージ職員で栄養士の千葉さんが作りました。私は一

緒にキッチンにいて、作るところを見ていました。 

 

8 月 18 日（金）、2 回目のスーラータンです。千葉さん

に「作ってみて」と言われました。「なんで私が作るんだろ

う。できるかわからないからどうしよう」と思いながら作

り始めました。 

まずは具を入れていきます。人参を入れて、沸騰してか

ら竹の子、豚肉。アクを取ってから味付けをします。乾燥

シイタケと卵、最後に絹さや入れて完成です。難しいのは

味付けです。1回目の時、味付けをするところを見ていた

のでできると思ったのですが、味付けの仕方は難しくて途

中で分からなくなり、不安と緊張でいっぱいになりまし

た。でも千葉さんが隣にいました。千葉さんは優しくて説

明の仕方がとても分かりやすくて丁寧です。この前は味噌

の入れ方も教わりました。沸騰する前に火を止めてから味

噌を入れること。そうしないと味噌の香りがなくなってし

まうからと千葉さんが教えてくれました。それからは火を

止めてから味噌を入れています。そんな千葉さんが隣にい

たから、不安や緊張はなくなりました。やり方を教わりな

がら、調味料も全部入れて完成させることができました。 

味付けはうまくいったと思ったけれど、酢を入れすぎま

した。私は入れすぎたと思ったけれど、酢が足りないと言

った人もいました。でも酢でむせていた人もいました。な

んでこんなにスーラータンの味付けは難しいんだろうと

思いました。 

まだ一人でスーラータンを作れる自信がないです。やっ

ぱり一人だと不安が大きくなります。そばに誰かがいない

と作るのが難しいので、３回目も誰かのそばで作りたいで

す。作れる自信がついたら、自分一人で作ってみたいと思

います。 

 

 

  

料理に奮闘中 

ワークステージ ワーカー 西田 あゆみ 
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私は特養のユニット“すばる”になにかと足が向く。新

卒で就職して最初に配属された、かつていた部署なので、

ふるさとのような感じがして自然に訪ねる。1年半、そこ

でいろんな利用者さんと出会い、いくつかの別れもあっ

た。すばるでは辛くなった時、私は利用者さんの居室に籠

もることがあった。フクエさんとツ子さんの部屋にはなに

かと籠もってお世話になった。フクエさんもツ子さんも不

思議な雰囲気のある人で、部屋に行くと私を迎えて包んで

くれた。それぞれ個性は違うのだが、この世とか現実から

は離れた、大いなる母そのもののような存在の二人だっ

た。私にとって、いわば神様のような神聖で揺らがない存

在だった。二人とも昨年亡くなられ、今はその二人に変わ

るような存在が私にはない。辛いとき籠もれるところがな

いのはやはり辛い。仕事なのだから「籠もるところがない」

などとそんな甘えたことを言っていては不謹慎なのだが、

そんな存在と出会えたという事が、貴重で幸運だったにち

がいない。 

今の私の勤務部署であるグループホーム第１の利用者

さんは、みんなまだ自分の課題やテーマに必死に向き合っ

ている最中の感じで、私が大変だからと言って癒やされに

行くような隙はない。ユニットすばるの二人は、新人の私

がちゃんと育つように支えてくれたのだと思う。そのこと

に感謝しながら、私はプロとして仕事に向き合っていくと

きなのだろう。それでも二人の影を求めて、私はかつて二

人のいた特養のユニットすばるに行くのかもしれない。 

 

 先日も仕事が上がった後、“すばる”に行き、パソコンを

開いて入力作業をしていた。するとそこに良一さん（仮名）

がやってきた。良一さんは私が新人の時に入居されてきた

方で、入居当初から印象深く関わらせてもらった。発語は

なく、コミュニケーションはほとんどなりたたないという

のが入居当初の状態だったと思う。自宅では暴れた経緯が

あるようで、ご家族からは自宅には帰らせないでほしいと

の要望があった。良一さんは最初の３ヶ月はとにかく外に

出て歩いた。家に帰ろうとするのか、自宅のある東和町方

面に毎日何時間もかけて歩いた。私も何回かその外出につ

きあったのだが、家に帰るわけでもなく、ただ方向は家の

方に向かっていた。何を目指して歩いているのか言葉では

聞けないし、想像しようにも難しいところがあった。とに

かく歩くのに付き合う日々だったように思う。ひと月ほど

で、外へ向かって歩くことは減り、やがてリビングで窓の

外を見て過ごすようになる。「自分は自由を奪われて閉じ

込められたのではなく、自由に出かけたり、動いてもいい

んだ」と確認した一ヶ月だったのだろうか。 

 

 激しく歩いたひと月が過ぎると、外を見て落ち着いて過

ごすようになった。そして出て来たのがリモコンとゴミ箱

だった。自分の座る席を決めていて、そこの椅子の脇にゴ

ミ箱、テーブルにはテレビのリモコンを置いて過ごした。

何かまじないのような、儀式のような意味があるのだろう

と感じながら、真意はわからないままだった。どうやらそ

れは良一さんにとって必要で大切なことなんだろうとは

感じた。それは 1年近く続いたが、スタッフがそれを意地

悪で片付けたりしても、必ず良一さんはまた取り戻して定

位置にその２つを置くのだった。 

 そうこうしているうちに去年の 9月あたりから、良一さ

んは急に食事をとれなくなった。食べてもすぐに吐いてし

まう状態が 3ヶ月ほど続き体重もかなり減ってしまった。

水分はなんとか摂れるのだが、食事が難しく形態をあれこ

れ工夫してもほとんど吐いてしまった。危機的だと焦るく

らいのところまで行ったが、検査してもらっても医学的所

見は特に無しだった。ついに胃カメラを飲んで検査をする

ことになったのだが、だいたい、良一さんにそんな検査が

できるものだろうかと皆が疑った。ところが、すんなりと

検査に応じ、これまた所見無しで帰ってきた。おそらく自

分でも「これはなにかおかしいかもしれない」と気にして

検査に応じたように感じた。 

そんな頃、昨年度の新人の落合君が信好さん（仮名）を

お風呂に入れようと苦労していた。信好さんは、着替えや

入浴など、身体に触れられる場面で抵抗が強く、暴れるの

で時には三人がかりでやっと着替えてもらうような時期

がしばらくあった。そんな信好さんが、落合君にビンタを

食らわす事件が起こった。しかもめがねを奪い取って、床

にたたきつけるというおまけ付きだった。たたきつける前

に一瞬、落合君を見て、やるぞと確認したかのような行為

に、落合君はしたたか落ち込んでしまった。どちらかとい

うとナヨッとした感じの落合君を鍛えてやろうと思った

のではないかと勘ぐってしまうのだが、落合君は「親にも

手を上げられたことはないし、人生で一度も殴られた経験

はなかった」と言い、乱視が入っている「高価なレンズが、

あぁ･･･」と嘆いていた。 

そんな事件もある一方で、胃カメラを飲んだあたりか

ら、なぜか急に良一さんは再び食べられるようになってい

った。それと同時に、今までの良一さんとは全く違った表

情を見せるようになった。これまでは自分の世界に籠もっ

ていた感じだったのだが、打って変わって社交的になり、

いろんな人に向かってくようになった。言葉は喋らないま

まだが目が合うし、何か伝えると、相づちではっきりと反

応し意思を伝えてくれるようになった。行動範囲は特養全

体に及び、“おりおん”のマサさん（仮名）がターミナルに

なった時は、ひと月のあいだ、一日に何度もお見舞いに訪

れた。面会に見えていたお孫さんともすっかり打ち解け

て、亡くなられた時には「葬儀に来てください」とお孫さ

んに誘われて、良一さんは葬儀に参加したほどだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すばるに帰って ～良一さんのまなざし 

グループホーム第１ 佐藤 由実佳 
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じつつ、人質をとられたようなやるせない気持ちだ、と相

談に来られた。 

またあるケースは、「食事が進まなくなったため、施設

を出てほしいと言われた」と言う。内科的には問題がない

と主治医に言われたが、施設側は、「食事に時間もかけら

れないから今後の利用は難しい」ということで、結局、家

族が食事介助に通っているのだが、これでは家族の負担も

大きいので、次の入居先の相談をされた。現在このケース

は、在宅に戻って、銀河の里のデイとショートステイの利

用をして生活されており、徐々に食事量ももどり元気にな

っている。 

こうしたケースでは、施設側の対応が人間的でなく機械

的だという思いを抱いてしまう。施設や介護スタッフの姿

勢が、利用者や家族の気持ちに添うものであればなんとか

なるはずなのに･･･と悔しくなる。確かに、利用者が暴れ

たり怒鳴ったりすることは少なくはない。食事が一時的に

難しくなるケースもある。しかし、だからと言ってすぐに

受け入れを拒否したり、出て行ってほしいと言える神経が

解らない。その訴えの奥にある気持ちを理解していくこと

が大切だろうし、そこには言葉では伝えがたい重要なこと

が込められていることが多い。食べられなくなったあとに

蘇った人は、里では何人もいるが、施設側の大抵の言い訳

は、「他利用者の迷惑」「介護サービス外のことは出来ない」

「時間がない、人手がない」などと極めてもっともらしい。 

環境的に本人や家族にとってふさわしい場を模索する

必要はあるが、利用者を悪者にして、体よく楽な方に逃げ

 落合君は、良一さんのこの大きな変化を「良一さんリニ

ューアル」と言っていた。利用者がここまで変容すること

ができるのだから、スタッフも負けずに頑張らねばならな

い。それからの良一さんは“すばる”のお世話役のような

感じで見守ってくれたり、特養全体を歩いて交流ホールで

コーヒーを飲んだり、活発にコミュニケーションを図り活

躍する人になった。 

 先日、“すばる”で私がパソコンに向かっていると、やっ

てきた良一さんは、良一さんの方から「おう、久しぶりだ

な」というオーラを私に向けて飛ばしてきた。言葉はない

のだが完全に繋がってくる良一さん。私もその繋がりを受

け止めてコミュニケーションが始まる。前日、七夕の竹を

とりに行って大活躍だった事も聞き及んでいたので、その

話題を振ってみた。「大きな竹、切ったんだって？」「うん

うん」「良くやったね、凄いじゃない」「大変だったよ」「そ

のとき竹藪で落合君メガネ無くしたんだってね」「だよ、

あいつ、つかえねえ」もちろん言葉はないのだが、そんな

会話がはっきりとできる。へたに喋る人よりもしっかりと

伝わってくる。 

 

 

 

 

 

このときの良一さんの表情は、“すばる”では絶対見せ

ない表情だと私は感じる。“すばる”のリーダだった三浦

さんがグループホーム第２に異動になったあと訪ねてき

たときにも見せた表情と同じだ。外の人にしか見せない表

情で「おまえ、久しぶりだな、ちゃんとやってるか」そん

な懐かしむような目で、励ますようにまっすぐに目を見

て、言葉ではなく語りかけてくる。父親だなと思う。その

感じは子どもを外に出した父のまなざしなのかもしれな

い。 

今の“すばる”では良一さんは、なかなか父親はできな

いのだと思う。銀河の里の自由でゆったりした雰囲気もあ

って、他の施設とは違い、管理的な堅い空気はないはずだ。

そこは里らしく家庭的ではあるが、良一さんは親父として

の立場は今の“すばる”にはないだろう。口うるさいお母

ちゃんや、お世話する人たちに囲まれて、今時の世の中の

家庭と同様、親父の居場所は家の中にはないというところ

か。育って家から旅だった息子や娘の事を思いながら密か

に親父をやるしかないのだろう。 

私が時々“すばる”の実家に帰って再会すると、良一さ

んが親父として現れる。実家すばるに帰っても、かつて癒

やしてくれた母達とはもう会えなくなってしまったが、良

一さんという父と私は再会しているのかもしれない。この

ところいろいろあってつまずいてばかりの私は、実家すば

るの良一さんにことさら励まされたのだった。母達とはま

た違った励まされ方を良一さんにしてもらった。 

 

 

【 ここ最近の相談傾向から 】 

今年、銀河の里の特養が開設して 9年目になる。花巻市

内での地域密着型（小規模・ユニット型）の特養の指定は

銀河の里が第一号であったわけだが、この数年でも新たな

地域密着型特養や有料老人ホームなどの入所施設が数か

所、開設されている。2009年に花巻市で認知症の殺人事件

が起こり、花巻市は包括ケアシステムの構築をすすめ、在

宅サービスも充実させているのと並行し、入所施設の整備

にも積極的である。依然、地域の入所ニーズの高さもうか

がえる。里の特養でも、待機者は 50 名ほどあり、入居ま

で 1年半～2年半ほどの待機期間がある。そんな中、最近

受ける相談で気になることがある。新規立ち上げした入所

施設から転居したい（必要になった）という相談である。 

 ADLの低下や、医療設備などのハード面で対応できず、

転居が必要になる場合はある。しかし、相談を受けたケー

スでは、「本人の訴えが頻回なのでスタッフ（人手）がとら

れる」とか「他の入所者の迷惑で対応が難しい」と言われ

たとのことだった。認知症の症状や興奮を抑えるよう主治

医への相談を施設側から求められ、家族は本人を連れて受

診したが、主治医の薬の処方はなかった。すると施設から

「出て行けとは言えないんだけどね･･･、困ったな」と言

われたそうである。家族は施設の無言のプレッシャーを感

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政監査から見えてきた繋がり  

        副施設長  戸來 淳博 
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ているように思えてならない。藁をもすがる思いで入居さ

せた家族の想いや、人生の集大成の老年期に大きな課題を

生きようとしている本人の置かれた立場を思うと殺伐と

した気持ちになる。 

 里では、なんでも解決するとは言えないが、利用者と共

に考え、生きていこうとする姿勢はある。どの施設も尊厳

やら利用者本位などと立派な理念を掲げながら、介護現場

のこうした質の悪さ、程度の低さはどうにかならないもの

だろうか。そんなおり、今年 7月に特養（短期入所）に監

査が入ることになった。 

 

【 特養に行政監査（実地指導）が入る 】 

 福祉事業者には、2～3年に１回、監督官庁（県や市町村）

から行政監査（監査）が入る。6月に監査の予告と日程調

整の連絡、自己評価表や提出書類の一覧などが通知され、

開設以来３回目の監査が入ることになった。 

 特養の過去２回の監査ではウンザリさせられた記憶が

ある。監査は、介護保険のサービス事業者が法令を遵守し

ているか、指定基準を満たしているか等を、指定や監督の

権限をもつ自治体が行う。結局は申請や契約に関わる書類

の整備を見るだけで、ケアプランも、家族や本人の同意、

日付の整合性、署名捺印のチェックばかりで、ケアの内容

そのものには全く触れない印象が強かった。 

 そもそも人が生きて暮らしていくのに、全て計画するこ

とは難しい。ケアプランも、基本的にはかなり柔軟で臨機

応変の対応がなければ管理に縛られて、人間の暮らしや生

活とはほど遠いものになってしまう。最終的には、現場の

スタッフと入居者との関係性が大切だと考えている。気持

ちが動き、気づきがあって日々のケアが行われ、個々人の

出会いから日々の暮らしや人生が生まれていくことこそ

大事だと思う。マニュアルや技術知識といったものより

も、スタッフ一人ひとりの、人間性や人格的資質が問われ

る。しかし関係性や人間性を言葉で表現することは難し

い。 

 過去に研修や実習でいろんな施設の現場を見る機会が

何度もあったが、どこの施設も立派な理念を掲げ、それを

杓子定規に朝礼で毎日読み上げたりしていたが、その意味

を考えたり深めているような施設は見たことがない。それ

どころか裏では人間のおぞましさを見せつけられるよう

な現状で、認知症高齢者をからかったり、憂さ晴らしでい

じめたり、訴えの多い入居者を職員同士であざ笑うような

ことが日常的に行われていた。今思い返してもゾッとす

る。そういった施設でも、書類や記録の整備はされていて、

監査では“監査結果良好”の書類を受け取っているのだろ

う。第三者評価が始まったころ、理事長が調査員に「こん

なに人間がいるのに、なんで人を見ないで書類しか見ない

のか？」と疑問を呈した事がある。ケアの場は人の存在の

根底に関わる、人と人との重要な関係の場である。それが

外部評価でさえ書類チェックに終始していたら、いずれは

現場から人間が消えて、おかしなところになってしまうと

訴えたのだが、そんなことは全く通じなかった。 

 監査や第三者評価を拒むわけにはいかないので、無駄な

時間と割り切ってその準備に追われる日々を過ごした。ケ

アプラン会議や内外部研修の記録など書類は膨大なので、

その整備に、ひと月は、日々の暮らしどころではなくなっ

てしまうのが悔しい。毎朝、事務所にやってきてティータ

イムを楽しむＨさんの「へらいさーん！お茶、いいですか

～」のいつもの声にも「ちょっと今日は勘弁して！」と付

き合えないのが悲しい。それでもなんとか書類を整え監査

当日を迎えた。 

 

【 今回の監査のまなざしの違い 】 

監査当日、県の職員 2 名はあいさつの後、「送って頂い

たあまのがわ通信、全部読ませていただきました」と言わ

れたので驚いた。事前資料として、若干嫌みのように送っ

た過去一年分の通信は、相当な分量もあり、事前提出書類

と合わせて読み込むには相当時間もかかったことだろう。

過去にはあり得なかったその監査担当者の姿勢に驚き、嬉

しく感じた。施設内見学でも龍太狼の CD 販促ポスターに

目を留めたり、リビングにいた酒井さんを見つけて「あそ

こにいるのは龍太狼さんですよね、通信で見ました。素晴

らしい活動されてますね」と里の活動に感心を寄せてもら

えたのは始めてだった。 

その後も、準備した書類や記録を見ながら進んでいくの

だが、これまでの監査のような、書類が単に有るか無いか

だけではなく、里の独特の活動や困難ケースへの対応にも

感心を向けてもらえた。困難ケースのファイルを見せてほ

しいといわれ、２つのケースを提示する。じっくりとケー

ス記録を読みながら「記録がすごいですね、一日でこんな

に（Ａ４一枚超え）書いて･･･、いや～、（内容に）気持ち

が入ってますね」と現場で起きている躍動を感じとっても

らえているようだった。 

今までは監査終盤には時間が足りなくなってペースを

速めることが多かったのだが、今回はちょうどよい時間に

終った。帰り際「施設は中に入ると（職員や入居者の表情

など）雰囲気とにおいでわかります。書類は事前提出のも

のであらかた見てこれますので･･･」と話されていた。書

類だけじゃなく中身をちゃんと見ようとする姿勢を感じ

た監査だった。 

この日、いつもと違って特養内は静かだった。ショート

ステイのＳさんが利用中で、普段であれば施設内外を大き

な声で縦横無尽に歩いているのだが、今日はユニットのリ

ビングですっかり落ち着いていて、監査が終わったころに

動きだした。ホールにいつも陣取っているＨさんもＲさん

もティータイムを遠慮してくれたようだし、みんな監査が

終わるのを待っていてくれたかのようにさえ感じるほど

だった。 
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【 振り返って 】 

監査前日にユニット“ほくと”に行くと、リビングでＴ

さんが、歩くＮさんに向かって叫んでいた。「こらー！な

んにもわかってなーい！」どうしたの？とＴさんに聞く

と、「県の役人が来たって、なんにもわからねぇんだか

ら！」「明日来るって言ってだども、なんにもわからない

人だぢなんだ！」Ｔさんは四六時中歩きまわっているＮさ

んに席に着くよう話したが、Ｎさんの耳には入らず、その

伝わらなさが県の役人のイメージとなってＴさんの中で

重なったのだろうか。それにしても監査のことは伝えてな

いのに、どうしてそういう話題になるのだろう。もしかし

たらＴさんレベルになると解ってしまうのかもしれな

い？！ 

そのＴさんに「そうだ！そうだ！」「役人はなんにもわ

かってない！」「書類ばっかり見てないで、人間をみろ

ー！」とけしかけてみた。すると、「そうだな、書類ばかり

みないでな、こころ見ねばねーな」と言ってくれるではな

いか！「Ｔさん、役人が来たら、そう言ってやってね、よ

ろしく頼むね」と二人でエイエイ、オゥッ!!と意気をあげ

て、Ｔさんから心強いエールを貰った。ここ数日、書類の

整備に終われ、パソコンの前ばかりにいて殺伐とした気持

ちになっていたので、このやり取りに疲れが吹き飛び、気

持ちもスッと軽くなった。 

監査準備中、事務所にＫさんがやってきて「今日はどこ

か行ってこねっか？」とドライブの催促。準備に追われて

いた私は「今、書類整備してたから･･･一緒に出掛けるの

は･･･無理です！!」と断った。ドライブに出かけて気分転

換をしたかったＫさん、普段は断るとガッカリしたりイラ

イラした表情を見せるけれど、今回はどこかピンと来たみ

たいで、「そうか！そうか！それは大変だなぁ～」とすん

なりと戻っていった。さすがは学校の元管理職、私の抱え

ている大変さが伝わったようだった。 

監査当日もいつものようにＫさんがやってきて、監査中

のテーブルに当たり前のように座っていた。一番の責任者

のような存在感で、監査が終わるまで見守っていてくれ

た。いつもはすぐに次に動いて、一ヶ所に長い時間留まる

ことは滅多にないので驚く。Ｋさんが「当事者たる俺に聞

け」と言わんばかりにその場に居てくれたような気がし

た。そんな大先輩に助けられながら、無事に監査は終った。 

 

監査の事を、入居者の皆さんに伝えてはいないのだが、

みんな解っているかのように振る舞ってくれるのは不思

議だ。銀河の里では、利用者もスタッフも関係なく、皆が

繋がって一緒に生きているだと思う。銀河の里は、介護と

かそんな事を越えて、暮らしを共に紡ぎながら、皆が繋が

って生きていける場なんだなと改めて実感した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 夏のひとコマ 】（上段から）盆踊り、利用者さんに着付けてもらう ／ ＧＨの日常 ／ 梅仕事と畑仕事 ／ 迎え火・送り火 
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銀河の里のデイに 6年間通ってくれたＥさんが先月、急

に亡くなられた。デイで過ごして帰られたその晩に亡くな

られ、突然のお別れになってしまった。 

デイサービスの利用を始められた時、年齢は 80 歳だっ

たが、声も大きく活動的で元気だった。認知症の診断があ

り、活発な動きのあるＥさんは他のデイサービスではなか

なか受け入れてもらえず、何ヶ所か断られて、銀河の里の

利用になったということだった。 

若い頃、戦争中に大陸に渡り、敗戦でソ連の軍隊に追わ

れて今の北朝鮮を通って韓国に逃げた。敗走なので道なき

道を行くしかなく、山を越え、川を渡って逃げたという。

幸運にも生きのびて帰国を果たせたＥさんは、戦後になっ

て教員の免許を取り、国語の先生をしてきたそうだ。サー

クル活動で体を動かし、旅行であちこちに出かけるのが大

好きだったという。歳をとって認知症になってもかつての

性格そのままの大活躍を、デイに来てからも見せてくれて

いた。 

ちょうど私が新人で働くようになった時期にＥさんも

利用を始めており、私とＥさんは里のデイの同期生だっ

た。ひと言で活動的と言っても計り知れないくらい動きに

動いたので、まだ里のデイに慣れない私は最初、度肝を抜

かれて困惑した。デイホールで座って他のみんなとゆっく

り過ごすような時間はほとんど無く、一日中、外に出て行

って山を登ったり田んぼを歩いたりして過ごしていた。新

人の私にとって、これまでの常識的な介護の概念は、あっ

という間に吹っ飛んだ。あまりにかけ離れたイメージの違

いに、私は「はたして仕事を続けていくことが出来るだろ

うか」と最初とても不安だった。そんな私をつかんで離さ

ず、日々鍛えてくれたＥさんのおかげで、私は腹がすわり、

かなり特色のある里のデイになじむ事が出来たと思う。今

の私はＥさんなしでは語れない。 

 

【 歩く歩く 】 

Ｅさんはとにかく歩く人だった。暑かろうが寒かろう

が、それこそ雨でも嵐でもお構いなしに外に出て歩いた。

とても 80 歳とは思えない体力があって、かつてソ連の軍

隊に追われて逃げた時そのままに、山を駆け上がり、田ん

ぼの斜面もどんどんと歩いて行った。追いかけて歩く職員

の方がついて行けないぐらいの勢いだった。 

ある日、デイホールにいる私に、例のごとく「ついてお

いで」とばかりにＥさんが視線を送ってきた。そしてすぐ

に外に出て歩き始めた。私も覚悟して追いかけたのだが、

しばらく歩くとなんと断崖のような田んぼの段差にさし

かかった。それをかまわず降りようとするので、「いくら

なんでも危ない」と私は体を張って止めようとした。とこ

ろがそれを抵抗と感じたのか、ソ連軍に捕まりそうなイメ

ージになったのか、Ｅさんは、つかんだ私の手を怒りと共

に強く振り払った。私も頑張ろうとしたのだが、小柄な私

は体格の良いＥさんを抑えきれずバランスを崩した。その

瞬間、二人とも、建物の 2階くらいはある急な斜面を転げ

落ちてしまった。一瞬、意識が飛んで、どう転げ落ちたの

か記憶も無かった。気がつくと、斜面の下で二人とも大の

字になり天を仰いでいた。Ｅさんもすぐに気がついて私に

向かって「なにぃ！」と叫んで怒りが天をついた。戦後の

敗走、その時に還っていたのかもしれない。怒り叫んで起

き上がるやいなや、全速で走り始めた。すぐに私も追いか

けた。段々畑の斜面を登り切って出たところはなんと国道

だった。いつもは交通量がそれほど多いわけではないのだ

が、なぜかこの時は車が何台も連なって走ってくるところ

だった。「危ない！」と私は焦った。ところがＥさんの迫力

が勝ったようで車の方がびっくりした感じで速度を落と

しよけてくれた。ホッとしながら、私はＥさんをなんとか

安全なところに誘い、座ってもらって、スタッフに携帯で

助けを呼んだ。その間もＥさんは私を敵と見なしているよ

うな感じで「私はこっち、あんたはあっちに行きたいんで

しょ」と言わんばかりにツンと横を向いていた。やってき

たスタッフの車になんとか乗ってくれてホッとひと安心

したのだった。無事でよかった。勤務当初の忘れられない

Ｅさんとの思い出だ。 

 

【 雪の中も行くＥさん 】 

初冬のある日、いつもの「行くよ」のそぶりで外に出た。

その日は初雪で吹雪だったのだが、Ｅさんは平気で歩いて

行く。国道をずんずん歩いて急な上り坂になった。路面が

凍っていて滑って登れない。それでも坂道を頑張って登ろ

うとするＥさん。敗戦後の逃避行がここでもまた蘇る。Ｅ

さんにとってはかつての記憶でも過去でもなく、ずっと人

生のテーマなんだろうと感じる。時間がたち平和になった

とはいえ、それが消えることはない。むしろ認知症によっ

て、そのことが消えてはならない現実としてあぶり出され

ているかのようだ。認知症は大事なことを明確にしてく

る。決して本質的なことは外さない。それが認知症だと感

じる。 

坂を登りながら、そのとき私は、Ｅさんが「振り向いて

はダメ、振り向いたら負けだよ」と言っているように感じ

た。私もＥさんの後ろを登る。長い峠のＳ字の坂。1時間

半もかけてついに登り切れずにあきらめ、引き返すことに

なった。私はホッとしたがＥさんは「もう少しだったのに、

この先までいつか行ってやる」そんな気持ちが表情からに

じみ出ていた。私はとにかく無事にデイに戻りたかった。

Ｅさんの後ろから私は疲れ果てて歩いていた。しばらくし

て平坦な道にさしかかったところで、不意に振り向いたＥ

さんが、私の髪に降り積もった雪を振り払ってくれた。こ

のとき「あなたと居てもいいよ」と言ってくれたような気

がして、やっと私を認めてくれたように感じた。1年一緒

に歩きながら、この時やっとＥさんと繋がれたような感じ
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がして嬉しかった。 

私はＥさんから見れば子どもで、学校の生徒だったので

はないかと思う。デイのホールで「そうそう」と褒めてく

れたかと思うと、あるときはボーッとしていると腕をつか

まれて思いっ切り投げられたりすることもあった。Ｅさん

はどこか人の心を見通す鋭いところがあった。 

 

【 入浴 】 

入浴は特に難しかった。戦争で命がけの敗走をしている

テーマがあるのだから、当然、無防備にお風呂に入るなど

あり得ない事だったのだと思う。もう、取っ組み合いだっ

たし、うっかりしていると蹴り飛ばされて脱衣室の端から

端まで飛ばされたことも何度かあった。きちんと仕事をこ

なそうとしすぎる私に「教えても教えても、あんたはなん

でわからないの」とＥさんは呆れていたのかもしれない。 

 

【 送迎時のドキドキ 】 

デイの利用開始当初の頃は、Ｅさんは元気で動きも激し

かった。特に送迎はスタッフが一人で向かえに行くので、

当時、新人の私は毎回ドキドキで緊張した。Ｅさんは何か

気になると、走っている車中であってもシートベルトを外

して動きだしてしまう。気になるのは、例えば誰かの持っ

ている鞄だったりするのだが、運転中、後ろで持ち主とつ

かみ合いが始まる。慌てて車を路肩に止めて仲裁に入るこ

ともよくあった。落ち着いたかと安堵していると、今度は

運転している私の首を絞めにきたりと、送迎中もハプニン

グの連続だった。新人の私をＥさんがこうやって鍛えてく

れたんだなと今となっては思う。 

ここ 2，3 年は歩く力が弱り、数歩で腰が落ちて立てな

くなることがあった。そんなとき小柄な私は、私の倍近い

体重のＥさんを背負おうにもなかなか立ちあがれず、その

辺にあるものを支えになんとか運ぶのだが、歩くべき距離

はいつも長く感じられた。しかも、おんぶされたのが嬉し

かったのか、私の背中で活きの良い魚のようにはしゃいだ

りするので慌てた。「応援してくれているのだろうけど、

ここは静かにしていて」と頼んだものだった。 

歩けなくなってからは、背負おうにも危ないので、冬な

どは敷物に乗ってもらってソリのようにして時間をかけ

て玄関にたどり着いたりしたこともあった。負けず嫌いの

私は「出来ない」と言いたくなくて、自分との戦いだった

が、何よりＥさんの事を考えると、「安全が一番」とミーテ

ィングで「車椅子にしては？」と提案したことがあった。

すると「息子さんの手を借りたらいいのでは」との案が出

て、私は「全部ひとりで抱え込まなくてもいいのか」と、

何かひと山越えたようなホッとした気持ちになった。息子

さんは、連絡すると職場からでも飛んできてくれて助けて

くださった。息子さんと一緒にＥさんに関わる機会を持て

たことは私にとって貴重な時間で、とても意味があったと

今になって感じる。悦子さんも喜んでくれているような気

がしている。 

 

【 髪の毛からの関わり 】 

思えば私とＥさんの出会いの始まりは、髪の毛だったよ

うに感じる。私の髪型はちょっと特殊で、くるくる巻いた

ふんわり感を強調したような髪型だ。良くも悪くも当初か

らＥさんはこの私の髪に注目してくれた。学校の先生の目

で見て、なんと不埒で派手な髪型なんだと思われたのだろ

うか。あるいは、戦争中や敗戦での逃避行の経験からパー

マ禁止の時代、髪毛などにおしゃれをするようなことが許

されなかった時代が反映しているのだろうか。ともかく私

はＥさんに髪の毛をつかまれることが頻繁にあった。つか

むとなかなか離してくれず、スタッフが何人か集まってや

っと指を開いて解放されるような状況が何度もあった。な

ぜか私の髪の毛には特にこだわりがあったＥさんは、そう

やって私をとらえてくれたのかもしれない。一方、激しい

力で髪をつかまれるばかりではなかった。ある時は「あら

あら、髪の毛をちゃんと梳かしなさい」とばかりに手櫛で

丁寧に撫でてくれて髪型を褒めてくれるＥさんもいた。女

性は髪型で気持ちも変化し、髪型でその時の思いを表現す

るようなこともある。私自身は、髪を身だしなみとして大

切に考えている。何かとその私の髪に、激しく、時に優し

く、関心を持ってくれたＥさん。髪は私とＥさんの通路に

なって、その出会いは髪の毛を通して始まったように思

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 無視するな 】 

10 年位前、70 歳の頃に交通事故に遭い、それが元で耳

が聞こえなくなったというＥさんは、実際の言葉ではコミ

ュニケーションがほとんど出来なかったのだが、その分、

感覚が鋭く物事を見抜いて、人の心を察知するようなとこ

ろがあった。 

私は集中するタイプで、何か作業を始めると周りが見え

なくなることがある。ある日、利用者さんの誕生日が続き、

私は誕生カードを作っていた。そのとき私の前に座ってい

たＥさんが、作業に熱中している私に向かってポンとお手

玉を投げてよこした。私は何気なくそれをポンと投げ返し

て、またカード作りに集中していた。するとＥさんが「無

視するな！」と大きな声で怒鳴って私をにらんでいた。そ

こで私は「ウンウン」とＥさんと遊び始めると、ニコニコ

と乗って来てくれて、他のスタッフも加わり盛り上がっ

た。そこでまた私が身を引いて、カード作りに戻ると、今

度は硬いボールを私に投げてきた。見ると「私から目を離

すからよ！」と言わんばかりの表情でニヤリと笑ってい

た。その日の帰りの時間に、忙しくしている私の背中に向

かってＥさんが「チョッ、チョッ･･･無視～」と叫んでい
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た、と後でスタッフから聞かされた。集中して自分の世界

に入り込み、周りが見えなくなる私を見抜いたＥさんは、

集中しすぎて見失ってはいけないことがあるんだと教え

てくれたのだろう。 

「ごめんなさい、集中しても無視しないで、いつでもあな

たを感じているよ」とあの日に還ってＥさんに伝えたい。 

 

【 読みの鋭さ 】 

何キロも歩いた後にさすがに疲れ座りこむ頃合いで、

SOSを送りスタッフに迎えを頼むと、Ｅさんは「来ると言

ってた？」と聞いてきた。デイに帰ってきて「着きました

よ、降りよう」と手招きすると「なに言ってるのか、私、

解らなぁい」とわざとらしく言って、そのままたぬき寝入

りしていたこともあった。ある日のデイの玄関で「ここは

山？」と聞くので「山ですね」と私が答えると「なに言っ

てるの、ここは里です」と返されてしまった。なんとも一

杯食わされた感じだった。 

ある日、歩いたあと、デイに帰ってきたとき、玄関から

入ろうとしたのだが、中からみんなに見られる視線を予感

したのだろうか、「入ろう」と誘うと「うるくの里は難し

い」と言った。“うるさい里？苦しい里？”なのだろうか。

そのときＥさんは、裏口の厨房のドアからデイホールに入

って行った。鋭さと機転のきくＥさんらしさが随所にあっ

た。 

 

【 母として 】 

そんなＥさんが「母」を垣間見せる瞬間がある。男性ス

タッフの千枝さんはＥさんが大好きで、Ｅさんもどこか千

枝さんを意識していて、お互いに近しい何かを感じていた

ように思う。その千枝さんに対して「母」をのぞかせるこ

とがしばしばあった。いつものごとくデイホールの中では

ほとんど過ごさず、一日中外に出て歩いていることがほと

んどだった頃、千枝さんと歩く時は、言葉も様子も、私と

歩く時とはまるで違った。千枝さんだと溝を超えるときも

「跳ばないで、足を広げて渡った方がいい」と安全な渡り

方を教え気遣って声をかけたり、「一緒に飛ぼう」と千枝

さんと一緒に飛んだり、「行ってみよう、おもしろいから」

と自分から誘ったのに、行ってみるとあまりに急な坂だっ

たので登れないと見るや、「ここはダメよ」とばかり、危険

でない方に移動したり･･･。そんな二人が私には親子の様

に感じられた。千枝さんが知らず知らずにそうした母性を

求めていたところもあるのだろう。Ｅさんは鋭いので、そ

のあたりも見逃がさず感じて、母性を発揮してくれたのか

もしれない。 

 

【 少女 】 

一方で、抱擁力や母性を豊かに感じさせる女性スタッフ

に対して、時折、Ｅさんは少女のような面を見せることが

あった。スタッフが風船を膨らませて差し出すと、それを

空に飛ばそうと手を振るＥさんがいた。スタッフが後ずさ

りをして逃げると、それを追いかけるＥさんの姿は、どこ

か母を追いかける少女の様に見えた。･･･この日は「お母

さん！ねぇ、お母さん！」と、いろいろな人に話しかけて

もいた。 

 

【 母 】 

ある日、Ｅさんは眠そうでイライラしていた。“眠いの

に眠れないの”と眉間にしわを寄せて辛そうだった。私は

思わずＥさんを抱きしめた。私が母になっていた。私に抱

かれたまま、Ｅさんは小さな子供のように寝ついた。お母

さん･････。その時、私はどこかで何かを呼んでいた。私が

呼んでいるのは、私のお母さんなのか、私の中のお母さん

なのか。お母さんと呼ばれているのは私なのか･･･。どこ

までもつながっていく。母は自分であり、Ｅさんであり、

私の母であり･･･。 

私自身の母との幸せな情景を思い出して嬉しくなった

り、Ｅさんは強い愛情を求めているのではないかと感じた

り、Ｅさんを通じて私自身の母との関係や私の中の母まで

も映し出された。 

私は母がとても辛い思いをして生きているのを子ども

の頃から近くで見て感じ取ってきた。ひどい目に遭って離

婚し、再婚しても苦労ばかりしていた母。私は母と気持が

とても通じあえる仲で、言葉がなくてもいたわりあえた。

私にとって母は何より大切な人で、私が守ってあげなけれ

ばと子供の頃から思っていた。その母は 65 歳のとき、今

の私とさして変わらない年齢で突然亡くなってしまった。

80 歳、90 歳の母とは向き合えなかった私。だからこそ、

Ｅさんと手を取って歩きながら、または坂道を後ろから支

えて登りながら、こんな散歩が本当の母とは叶わなかった

なと、Ｅさんに母を重ねていた日々だったように思う。 

 

【 触れる暖かさ 】 

ある日、私が仕事のことで落ち込んでいると、Ｅさんは

何かに気がついたようで、自分から私の方によってきて声

をかけてくれたことがあった。近くに顔を寄せて「ねえ」

とにっこり笑って背中に手を当て撫でてくれた。その手の

ぬくもりと手から伝わってくる思いやりがなんとも言え

ず私を慰めてくれた。どんな言葉よりも心にしみた感じだ

った。 

そのことを理事長に話すと、タッピングという技法がメ

ソッドとしても確立されていて震災後のケアにも効果を

発揮した事実があるので、それを学んで実践してみるとど

うかと提案してもらった。それからタッピングの研修に参

加して学ぶようになり、スタッフ同士でも合宿して研修を

したりするようになった。Ｅさんのあの時の手の印象が、

私のタッピングのモチーフになっている。あの優しい温か

い手をいろんな人に感じてもらいたい。そんな想いがタッ

ピングのモチベーションになってはじまったのだから、Ｅ

さんのあの手の温かさをこれからもいろんな人に伝える

ことができたらいいなと願っている。 

 

【 恩師のＥさん 】 

Ｅさんはよく「ほら～」と遠くを指差していたことを思

い出す。その時は何かよくわからなかったのだけれど、Ｅ

さんが亡くなり、今のデイでの利用者さん達との会話で

（目と目の会話も含めて）会話は言葉だけでなく目と目で
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のやりとりも大事だと感じさせられることがいっぱいあ

る。「ほら～」の目線の先に、思いや、語りや、過去やこれ

からが集結されていることを思い知らされる。Ｅさんの

「ほら～」の、あの指と表情が教えてくれていた本当の意

味を私はこれからも探っていきたい。それが今の私を支え

ている。 

毎日毎日続いたＥさんのお出かけの合図。最近は歩けな

くなっていたけど、あの頃のあの歩きを通じて、私は里で

戦う基本を教えられ、たたき込まれたと思う。本当にたく

さんのことを教えてもらった。「ケアの本質はそんな事で

はないんだ」と、まったく別の次元に連れて行ってもらい、

別次元の人間のありようを教えてもらったと思う。そうし

た日々の体験がなければ、私はいかにも表面的で一般的な

つまらない介護職の人間に収まっていたにちがいないと

思うと、恐ろしくさえなる。 

Ｅさんが教えてくれたことはものすごく大事なことだ。

人間の尊厳とか全体性とか口では言うが、そんなものは現

状として介護の業界で真剣に追求されているとは思えな

い。Ｅさんは口先だけではない本当の大切なことを、深い

ところから私に伝えてくれた。そんな私の恩師としてＥさ

んはいてくれたんだと思う。そんなＥさんに私は深く感謝

したい。 

私はＥさんが亡くなった時にかなりの喪失感に襲われ

た。立ち直るのにひと月はかかったし、心に穴のあいた感

覚は今もずっと続いている。その思いを理事長に伝える

と、「もう一度記録を見直し、自分なりに振りかえり、想い

も書いて、Ｅさんに捧げることが追悼になるのでは」との

ことだった。そこで 6年間の記録の読み返しを始めた。読

み返すと、その当時のことが昨日のことのように甦ってき

た。更には、そのときは気がつかなかったり解らなかった

りしたことが見えてくるような場面もしばしばあって驚

いた。記録を読み返し始めて 2日目の夜の事だった。記録

を読んでいる私の部屋の電球が（昨年末に交換したばか

り）、いきなりバチバチッと音を立てたかと思うと消えて

しまった。驚いていると、しばらくして同じように他の 5

個全部も切れてしまった。その時に“あっＥさんが来てく

れた”と私は感じた。文章を書くのが不得意な私に国語の

先生だったＥさんが「なんとかしてやろう」と応援にきて

くれて、Ｅさんらしく喝を入れてくれたに違いない。 

Ｅさんはこれからも私をずっと見守ってくれるだろう。

あの日々の思い出と共に私を支え続けてくれている。今に

なって考えると本当にＥさんは恩師だったんだと改めて

思う。そして現実にはできなかった私自身の母との高齢期

のやりとりを代わって体験させてくれたのだと思う。Ｅさ

んとの 6年の日々は、私自身の母との再会と、母を守りた

い、支えたいと願いながら果たせなかった私のこの世の想

い残しとの和解でもあったように思う。Ｅさん、本当に有

難うございました。これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 デイサービスのひとコマ 】 絵描き現る（左）／ 日常（中央）／ 音聞けば「スイカのようにさわやかな気持」（右） 
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私の心の支えだった、大好きな、90歳のナカさんが亡く

なった。私がナカさんと一緒に生きることができたのは 90

年の中のたった 1年･･･。 

 

ユニット“こと”のリビングのテーブルの真ん中にナカ

さんはいつも座っていた。私は出勤するとナカさんがどっ

しり構えていているのを見て安心する。そして「今日も一

日頑張りますか！」とスイッチが入る。その特等席で常に

ユニットを見守っていたナカさん。釜石の長屋暮らしや看

護士の時代を思い出すのか、その定位置から特養全体の巡

回に行く事もあった。 

 

ナカさんの前に座り声をかけると、ナカさんは黙って、

ただ私の顔を見つめた。その目に、私は繕った笑顔と言葉

を見透かされているように感じた。私は自分が嫌いだっ

た。そんな自分を見せたくない。だから常に自分を見せな

いための仮面をかぶっていた。その仮面はナカさんに見抜

かれた。その“真っすぐな眼”に惹かれ、私はナカさんの

担当になった。 

 

ある日、ナカさんは皆が眠っているうちから起きてい

た。「早いね、おはよう」と声をかけると「おはよー、起こ

してー」と答えてくれた。いつもの硬い表情ではなく、優

しいおばあちゃんの顔で、私は初めてナカさんに声をかけ

てもらえた嬉しさで、思わずナカさんに抱きついた。それ

から私は時間があるとナカさんの傍で過ごした。言葉を交

わさなくても、ナカさんの傍は安心できた。また、あの目

に見つめられることで心が洗われるようで少しずつ自分

を出せるようになっていった。 

 

秋にはナカさんと昌子さん（ナカさんの娘さん）と錦秋

湖へ紅葉ドライブに行った。車中はとても穏やかな時間だ

った。錦秋湖サービスエリアで“秋の味覚たっぷりラーメ

ン”をナカさんと食べたのが忘れられない。帰りの車中、

ナカさんがうなり出した。普段、ベッドに横になって寝付

くまでもよくうなっていたので「なんだろう」と思ってい

たのだが、後日、昌子さんからの手紙に、旦那さんに「う

なっているんじゃなくて歌っているんだ。ばあちゃん、歌

っこ好きだったべ？」と言われた、と書いてあった。ナカ

さんは毎晩、寝る前にテレビで歌謡曲を聞き「今日もおか

げさんで、歌っこも聴がせてもらったし、寝ますかね」と

休んでいたことも、手紙に書かれていた。この時もうなっ

ているんじゃなく、ラーメンに満足してか歌ってくれてた

んだと分かった。 

 

昨年の 11月、ナカさんは 90歳の誕生日を迎えた。私は

普段から「こんなにどんぶりが似合うおばあちゃんはいな

い！」と思っていたので、海鮮丼を作った。かなり大盛に

したはずだったが、ナカさんは一粒も残さず食べてくれ

た。そこでもう一品追加！フルーツをのせたシフォンケー

キを作った。目の前でフルーツを切ったり、ホイップを塗

った。そのケーキもペロリとたいらげたナカさんの食欲に

驚かされた誕生日会だった。プレゼントはマフラーが 3本

も送られて、さすがにちょっと戸惑ったナカさんだった。 

 

年が明けると少し食事の呑み込みが悪くなってきた。2

月には刻み食からソフト食になる。歩行器で歩くことは少

なくなったがそれでも車椅子で自走して散歩や巡回に行

っていた。 

 

4月、九州旅行から帰られた昌子さんを迎えナカさんと

一緒に急遽、桜を見に行った。散り始めていたがまだ見ご

ろの桜、今年もナカさんとお花見がしたかっただろう昌子

さんの思いを叶えたかった。花見の後、みんなでソフトク

リームを食べた。ナカさんも美味しそうに食べていた。 

 

ところが 5月に入ると身体的状態が悪化した。食事も全

介助になり、車椅子での自走も困難になった。このころ脳

に腫瘍が見つかる。カンファレンスに昌子さんと旦那さん

が来られてドクターからの説明を聞いた。スタッフも今後

のナカさんとの向き合い方について考えた。私はナカさん

の大好きな“食べる事”を大事にしたいと思った。そこで

横からの食事介助を“向き合っての食事”に変えた。なに

も語らなくてもしっかりと居てくれるナカさん。そんなナ

カさんとの時間を大切にしたかった。朝・昼・夕食すべて

を付き合ってもらった日もあった。 

 

6月にはナカさんのためにユニットご飯を企画した。麻

婆豆腐、シーフードカレー、ピザ、野菜炒め、あんみつ等

いろいろな料理が並ぶ中、私はハンバーグを作った。以前、

ナカさんに大きなハンバーグを作ったら喜んでくれたの

でやってみた。最初はウトウトしていたナカさんだった

が、やがてボール、フライパンをくるくる回して手伝って

くれる。焼き始めると待ち遠しそうにしていた。ソフト食

になっていたナカさんだったが、料理全種類を食べてくれ

た。咀嚼もいい感じだった。麻婆豆腐とカレーは辛みがあ

り、ナカさんの表情もピリッとして満足してくれたようだ

った。 

 

7月になると肺炎で点滴をするため、ナカさんはベッド

上の生活になった。いつもの特等席にナカさんが居ないの

が私はさみしくてきつかった。見守ってくれたり、食事を

共にするあの幸せな時間が無くなってしまった。 

 このころからナカさんとの約束もあって私は「畑作り」

を始めていた。休みの酒井さんも出てきてくれて、気温 30
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度超えの炎天下の中、2時間かけて草刈りをした。汗だく

の顔でナカさんのもとへ行くと、親指を立ててグッジョブ

ポーズをしてくれた（ようにみえた･･･）。「畑仕事ご苦労

さん。よくやった」と初めて褒めてもらえたように感じて

泣きそうになった。 

 

7月 20日の朝、ナカさんが救急車で運ばれた。私はこの

日の夜、一睡も出来ず起きていた。朝 8時半頃、ナカさん

が久しぶりの朝食を無事食べ始めたという連絡をもらっ

て眠りについたが、まもなく“急変”の連絡で起こされ

た。私は一瞬、全ての感覚が奪われたようになって何の音

も聞こえず、目の前が真っ白で･･･平衡感覚もなくふらつ

いた。気を取り直して駆け付けたが呼吸が落ち着かず真っ

青な顔をしていたらしい。呼吸を整え落ち着かせようと思

えば、現実を突きつけられ涙が出てきた。午後になって、

救急車に一緒に乗った酒井さんが里に戻ってきたが、肩呼

吸は落ち着いているが酸素マスクが欠かせない状態だと

いう。 

 

翌日、病院に向かったが病室前で怖くなって足が止まっ

た･･･昌子さんの声が聞こえたのでその声で病室に入るこ

とができた。ナカさんはいつもの寝息で寝ていて、それを

聞いて私は少し安心した。スタッフも代わる代わる毎日お

見舞いに行った。早く里に戻ってきてほしかったが予断は

許されない状況が続いていた。8月になるとナカさんの眠

りはどんどん深くなっていき、心を見透かすあの真っ直ぐ

な綺麗な目を見る事は出来なくなっていた。 

8月半ばには、「治療ではなく緩和ケアになっている」と

ドクターから告げられる。里に戻れるかどうか難しかった

が準備だけはしておこうと思った。酒井さんもナカさんの

部屋で龍太狼の稽古を始めた。私もナカさんの写真を部屋

に張った。 

 

8 月 21 日の朝、全体の申し送りを終えてユニットに

戻ってくると電話が･･･。朝から時々無呼吸状態になって

いて危ない状態だというので病院へ急いだ。ナカさんは苦

しそうに息をしていた。昌子さんはいつもの優しい声でナ

カさんを呼びながら手足をさすっていた。昼前に一旦里に

戻ったが、ナカさんのことが気にかかって仕方なかった。

昌子さんにメールをすると「持ち直したかも？変動はあり

ますがもう少し頑張ってくれそうです」と返ってきたのだ

が、14時過ぎに「急変しました」とメール。電話をすると

直前に息を引き取ったとのことだった。 

再び、病院に向かう。ナカさんは和らいだ顔で寝ている

ようだった。涙が出てきた。昌子さんは「里にも行きます

ね」と言ってくださった。17時過ぎ里に寄ってくれたナカ

さんと交流ホールでお別れの挨拶をした。みんなナカさん

に次々と挨拶に来て涙を流す･･･私はその光景を見て「こ

んな多くの人に愛されている人の担当になれて幸せだっ

た」と心の底から思った。その場で私は昌子さんから弔辞

を依頼をされた。「ナカさんからの私への最後の宿題なの

かな」と思った。 

弔辞を書く前に、先輩の川戸道さんと話しをした。いろ

いろやりたくて出来なかった事の後悔が大きいこと、弔辞

はナカさんからの最後の宿題だと思うこと･･･など話し

た。川戸道さんは「最後じゃないよ、ナカさんからの宿題

はずっと･･･あると思うよ」と言ってくれた。私は涙がこ

ぼれた。ナカさんとのつながりは終わらないと言ってもら

って、そうだこれからなんだと思い直した。 

その日の夜、ナカさんの居室に籠り、壁いっぱいに貼っ

てあるナカさんの写真を見ながら弔辞を書いた。泣きなが

ら書いた。 

私は火葬・葬儀と食事会まで出させていただいた。知ら

ない人ばかりで不安だったが、昌子さんが親族の方々に私

を紹介してくださった。ご親族だけではなく近所の方々と

もお話しさせてもらった。ナカさんの真っ直ぐな心に動か

され、ナカさんと親しかった皆さんとナカさんについて話

す事ができた。 

 

【 弔辞として 】 

ナカさんは、言葉でしゃべらなくても、眼でたくさん会

話が出来る人でした。朝、部屋に起こしに行くと「あらも

うそんな時間？」と目で語り、ご飯を準備していると「早

く持ってきてー」と見つめてくれました。割と食いしん坊

で、食べ終わっても「もうないの？まだ食べられるよ」と

目で訴えたり。お昼寝中に私がちょっかいを出すと「何

よ？眠いんだからー起こさないでー」と薄目で語り、そん

な目と目の会話や、やりとりが毎日たくさんありました。 

私はそんなナカさんの表情が大好きでした。入れ歯を取

って気持ちよさそうに眠っている顔･･･油断しているとき

にびっくりさせられて歯を見せながら笑う顔･･･など大好

きなのでいっぱい写真を撮りました。特に食事中の顔は大

好きでした。とてもおいしそうに食べるナカさん。ナカさ

んの隣で顔を見ながら一緒に食べるとなぜか食事がおい

しくなり、楽しくなって幸せな気持ちが湧いてくるのが不

思議でした。 

いま思うとそれが本来の家族の食事の形なのかもしれ

ないなと感じます。一緒に食べておいしくなって楽しくて

幸せになれる。言葉で喋らなくても心が通じて解りあえて

お互いに励まされる。私たちの世代が今まさに忘れようと

している大事な事をナカさんは伝えてくれていたんだと、

ナカさんがいなくなったリビングで、今、私は強くそれを

感じています。 

ナカさんはいつもその存在が格好良かったです。いるだ

けで支えられ励まされる感じでした。私もそんな人になれ

るようナカさんのことを思い出しながら頑張っていきた

いと思います。ナカさんの代わりにはまだまだなれません

が、いつかは、いるだけでご飯がおいしくなり、いっぱい

喋らなくても解りあえるような、そんな存在になりたいと

思います。 

 

【 感謝と決意 】 

私はこれからは、ナカさんの想いを胸に「新しいことに

挑戦していきたい」と楽しみにしています。いつも私自身

を見つめ直す時、ナカさんのあのまっすぐな目を思い出し

ます。 
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昌子さん、本当に昌子さんの人柄に救われました。人見

知りで誰とも話せなかった私に声をかけていただいて、ナ

カさんの真っ直ぐな眼と昌子さんのおかげで少しずつ自

分を出せるようになってきたと思います。ドクターに「誰

か会わせたい人がいるなら連絡してください」と言われ

て、私の事を思い出してくださった事･･･本当にありがた

かったです。そして、弔辞を述べさせていただいて、ナカ

さんにお別れとお礼の言葉を届けられて救われました。こ

んな大切な出会いをいただいて私は幸せだと思います。本

当にありがとうございました。 

 

ナカさんと出会わなければ、昌子さんに引っ張っていた

だかなければ、私はずっと硬い仮面をかぶったまま自分を

出せず、籠ったままだったと思う。自分らしく生きられる

ような貴重なチャンスをお二人からいただき育ててもら

ったんだと思う。こうした温かいご恩を忘れず、自分らし

く生きていきたい。これからもどうかよろしくお願いいた

します。 

 

特養ユニット“こと”のナカさんが、１ヶ月ほどの入院

中、スタッフは代わる代わるお見舞いの足を運んだ。娘さ

んの昌子さんが毎日ベッドサイドに詰めておられたので、

行くと必ず会うことができ、すやすやと眠るナカさんの傍

らでゆっくりと、昔話や武勇伝の数々を聴かせて頂ける時

間となった。 

肺炎治療を続けていた最中の８月２１日午後、呼吸が変

わったとの連絡を受ける。毎日のようにお見舞いに行き、

娘さんと連絡を取り合っていた居室担当の脇澤さんが、す

ぐに病院へ駆けつけた。ナカさんはそれから間もなく旅だ

った。自宅に帰る途中、銀河の里に寄ってくださることに

なり、 とてもありがたかった。共に暮らした“こと”の利

用者や、ナカさんとの思い出いっぱいのスタッフが交流ホ

ールに集まった。みんなの顔を見て涙があふれた昌子さ

ん。最期を覚悟しながら、それでも“こと”に帰してやり

たい･･･との気持ちにあふれていた昌子さん夫婦の想いを

考えると、私も涙をこらえられなかった。集った一人ひと

りの手を取り「ありがとうね」と言ってくださる昌子さん。

みんなで一緒にお出掛けした事、ユニットで一緒に作った

ごっつぉいっぱいの食事会の事など、たくさんの楽しい思

い出に、こちらこそ感謝の気持ちでいっぱいになる。みん

なの真ん中で、ナカさんは穏やかな表情でまるで気持ち良

さそうに静かに眠っているようだった。 

 

８月２５日、ナカさんの葬儀の日。脇澤さんは午前中の

火葬にも参列させて頂いて、とても貴重な時間を過ごさせ

てもらった。これから育っていく現場 2年目の彼女として

は大変有り難いことだった。 

そうやって若いスタッフが育てられている一方で、ナカ

さんと一緒に暮らしてきた高齢者たちも凄かった。これぞ

銀河の里流（?!）とうならせられるような、特養全体が総

動員の日になった！ 

その日、（今日はナカさんの日だな･･･）と思いながら出

勤すると、廊下の奥に、ユニット“すばる”のＳさんがい

た。数日前からの気管支炎も発熱もなんのその、ナカさん

のいたユニット“こと”の入り口前まで自走していた。20

年前に亡くなった旦那さんに会いに行くのか、旦那さんが

やって来るのか、最近は“車”や“馬”を待っていること

の多いＳさん。そこにやってきた“こと”の酒井さんが言

うには、「Ｋさんが今朝、久しぶりに仕事したっけ、『人、

送って来た』って言ってらった」Ｋさんはタクシー会社の

社長さんだった方だ。「Ｓさん、タクシー屋さん、いたぞ、

頼んでみ」と酒井さん。 

そんなやりとりをしながら、酒井さんと私の中では、（送

って来た、って･･･ナカさんの事なんだろうなぁ）言わず

とも共通に思っている。“こと”の利用者Ｙさんも明け方

に「今、廊下、歩いてる人、いたように見えたったども･･･」

と夜勤スタッフの千葉さんに言っていたらしい。“こうい

う日”に、“そういうの”が見えちゃうのがＹさんの凄いと

ころで、“そういう仕事”をやれちゃうのがＫさんの凄い

ところだ。でも“そういう車”なら「Ｓさん、もう少し、

まだ、かもよ？ もうちょっと一緒に待ってようね」間も

なくして“すばる”早番の松場くんが様子を見に来て検温、

37.5℃･･･、一端ひと休み（Ｓさんの熱は、ナカさんを送る

儀式のひと通りが終わる頃、夕方には下がった）。 

そうこうするうちに、今度は“こと”のＡさんが歩き始

めた。いつも畑仕事や孫たちを気にかけ、特養内を歩くＡ

さん、（今日は何が気にかかっているのかな･･･やっぱ、ナ

カさん、だろうな･･･）と、後ろ姿を見守っていると、酒井

さんも「んだって、そうなんだ、そろそろ火葬が始まる時

間だ」とつぶやいている。“そういう事”を感じちゃうのが

Ａさんの凄いところだ。おまけに、歩きながらずっと“仰

げば尊し”を歌っている！ 結局、お昼になるまで、火葬の

あいだ中、ずっと特養内を巡っていた。 

その間、“おりおん”のМさんが調子を崩す。早番のフェ

ムさん曰く、「朝は、起きる時ニコニコだった。ご飯も 3分

の 2、いつもくらい食べた」とのことだったが、急に意識

がうつろになり、ソファで横になる。呼びかけにも返事が

ない。「眠気が強いだけかもしれないが脳梗塞の既往があ

るので念のため受診しよう」と看護師の高橋さん。酒井さ

んも「お母ちゃん、まだ呼ばれてはわねぇぞ、おめたち、

仲良すぎなんだ、戻れぇ」そうこうしているうちに嘔吐も

あってさらにぐったりとなる。急いで受診の手配をしなが

ら私は、先日、Мさんにナカさんの旅立ちを伝えた時のこ

とを思い出した---「ナカさんが逝って、なんでおれは生

きてるのや？！ なんでおれは死なねんでるのや！」と叫

び、半身の自由が利かない身体で、もがきながら車イスか

ら滑り降り、床に寝そべって泣きながら訴えた。昨年の秋、

稲の脱穀に大活躍した一ヶ月後、２度目の脳梗塞で車イス

生活になり発語も苦しくなった。Мさんは、理不尽な運命

への不満や不安を、時折こうやって訴える。なんでも自分

でやって生きてきたМさんだ、言葉では言い尽くせないほ

どの悔しさも悲しさもいっぱい抱えているだろう。まし
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て、娘さんぐるみで仲良くしていたナカさんとの突然の

別れだ。私は涙も叫びも痛いほどに感じられて、何も言え

ず、ただ一緒にいる事しかできなかった---「Мさん！ 待

ってるからね！」と病院へМさんを送り出す。 

Мさんが受診から帰ってくるのを待つ間、事務所には、

“ほくと”のＴさんが、「頼みてぇこと、あるのっす」と

やって来た。「今日は朝から一年生の子供を探しているよ

うだ」と申し送りで聴いていたが、案の定、「甥っ子が今

度、学校に上がって一年生になったから、担任の先生に挨

拶したくってなは」と、取り次いでほしい、とのお願いだ

った。話を聴きながらやりとりするうちに、「担任はヤル

気に満ちた優しい女の先生」だとか、「不器用だけど頑張

る子だから将来が楽しみ」だとか、ずいぶんと具体的なイ

メージが出てくる。「今すぐに会いたいども、そっか、み

んなここさ来てけるってな。んでは、待ってる」と、いっ

たんは納得したのか、お寺のお地蔵さんの話に展開して

いった。Ｔさんは長年、常楽寺のお地蔵様に赤い前掛けを

編んできた人だ。「常楽寺に行くから赤い毛糸、買ってき

てけてや。編みながら、先生だの一年生だの、おれ、待っ

てるから」と、にこやかにユニットへ戻って行った。･･･

これがまた、“こういう時にそういう事”がわかっちゃう

のがＴさんの凄いところ、なのだ！ 私も午後の葬儀に参

列させて頂いたが、なんと、葬儀は常楽寺のお坊さんが式

を執り行っていて･･･ナカさん宅のお寺も常楽寺だった。 

葬儀での弔辞を、緊張に震え涙声になりながらも務め

た脇澤さんに、いい弔辞だったよ～と褒めてくださった

昌子さんは、さすが、元教職員らしく、とても温かく脇澤

さんの肩を抱いてくださった。その様子を酒井さんに伝

えると、「やっぱり先生だなぁ」と娘さんへの感謝を呟い

た。そして「彩芽（脇澤）もナカさんからの宿題をやり遂

げて、やっと一年生だ、これからだ」と･･･。あぁ、Ｔさ

んの語りも“そういう事”だったのね？！ 

Ｔさんと常楽寺の話をしている最中、Мさんが通院か

ら帰ってくる。なんと、病院に着いたら目が覚めて顔色も

戻り、点滴を処方されただけで戻ってきた、とのこと。付

き添ったスタッフの角津田さんも「なんだったんでしょ

うねぇ･･･」と不思議顔だが、けろっとしているМさんに、

ひとまずホッとする。「あの時もぐっすり寝てましたもん

ね･･･」ナカさんが亡くなった日、交流ホールにお別れに

きた時も、Мさんを車イスで連れてきてくれたのは角津

田さんだった。「なんか、寝ながらナカさんと交信？お

話？してるみたいでしたよね」う～ん、確かに！そして今

日のこの感じ･･･。Мさんも“そういう事”ができるよう

な次元にきたのかな？！ 

極めつけは、角津田さんと私が葬儀に出ている間、昼食

を詰まらせて危なかったという“おりおん”のＳさんだ。

高橋さんと酒井さんから報告を受けビックリ。神妙な顔

で、少しずつゆっくり自分で食べていたＳさん、急にむせ

て青ざめた。ちょうど事務所の小松さんも近くにいて、急

いで看護師を呼び、酒井さんと二人で応急処置。入れ歯で

はなく自歯なので、唇から出血するわ、掻き出そうとする

指は痛いわ、吸引も難しいわ、で大変だった。吸引の刺激

で大きく咳き込んだところで、詰まっていた物が一気に

出て･･･、「あは～！」と、いつものＳさんの元気な声が炸

裂、顔色もサーチもすぐに元に戻った。胸の音も悪くない

し、でも念のためと受診中、とのことだった。間もなく「わ

ぁははぁ～♪」とＳさんが病院から帰ってきた。 

満面の笑顔と大きく響く「あは～！」の声をクリニック

中にふりまき、先生も「これは問題ないね」と、すぐに帰

ってこられたとのこと。「･･･いや、マジで危ねかった、助

かったな･･･」と酒井さん。（ナカさんが護ってくれたんだ

なぁ）と私は感じる。かつて看護婦だったナカさんの戒名

には“看”の文字が入っていた。 

こうして、凄まじい一日の終わりに、ユニット“ほくと･

すばる”で送り火をやった。悪天候や体制が取れなかった

りで、延び延びになり、「神々には長居して頂こう」とか言

っていたが、やっと 25 日にと決まっていた。今年が初盆

となる方々との思い出を巡らせながら、これまで里で一緒

に暮らした方々のいろんな表情も浮かんでくる。みんなで

火を見守る。そして、今日がナカさんの日だという事も、

こころを温かくしてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居前のナカさんは、自宅で一人暮らしをされていた。

だんだんと認知症状が出てきて、市外にお住まいの昌子さ

んの心配はさぞかしだったろうと思うが、それでも「近所

の方がいろいろと親切に助けてくださって、本当にありが

たいことだ」とおっしゃっていた。ナカさんの人柄もある

のだろうな、と思った。銀河の里との最初の出会いはショ

ートステイだった。他の施設では半日ももたずに帰るとい

うナカさんは、利用を断られてきたという経緯もあったた

め、「泊まれるかなぁ･･･」と心配した昌子さんが、一緒に

泊まってくださっての初利用だった。その初日に、スタッ

フの米田さんが孫になったり、「うちのおばあちゃんに似

てる～！ ナカさん、大好き！」とワークステージの勝又

さんが大喜びで歓迎したり、出会いがすでに始まり、周囲

の心配をよそにナカさんは初日ですっかりなじんだ感じ

だった（通信○号参照）。 

そして驚いたことに、ナカさんは、なんと自宅の日課と

同じことを実行した。３～４時には「お風呂の時間だ」と

脱衣場に行き、夕方にはユニットの窓から窓へ、部屋から

部屋へカーテンを閉めて歩いた。何度目かのショート利用

では、「帰ろう」と声をかけた送迎スタッフに「なんで？」

と返した。そして、「やぁや、そっか･･･あっちとこっちと、

家、あるんだもんなぁ･･･」とつぶやいた。そのとき、銀河

の里がナカさんにとってのもう一つの家になったんだな、

と感じて嬉しかった。 

カーテンを閉める日課は、だんだんとユニット“こと”

だけでなく隣の“おりおん”にまで範囲を広げ、特養の名

物“ナカさんの巡回”と呼ばれるようになった。車イスを
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使うようになっても、自力で特養内を巡っていたナカさん

だった。ユニットの廊下の両脇に連なる居室の一つひとつ

をちらり、ちらり、と順番に覗いていく。どうしてわかる

のか、具合の悪い人のところでは、しばらくベッドサイド

にたたずんでいたり、さすが元看護婦さん、そして、子育

ての時期を長屋住まいで暮らしたというナカさんらしい

行動だなぁ、とも思った。ひとつ屋根の下の者同士、苦楽

を共にし協力して暮らす長屋仲間。そして今またここで、

特養の大屋根の下、ユニット間をつないで長屋仲間を見守

ってくれたように思えて、“巡回”の姿を見る度に温かい

気持ちになった。 

 

後日、娘さん夫婦で挨拶に来てくださったのは、本当に

嬉しかった。勝又さんなんか、昌子さんを見つけると飛ん

で行って抱きついた。「みなさんで使ってください」とた

くさんのタオルケットや毛布をいただいた。温かいナカさ

んの気持ちが毛布になって、特養のみんなを暖めてくれる

んだ、と思うと、涙が出てくる。そして、お手紙付きのお

菓子を全ユニットと各部署に渡しながら丁寧に挨拶して

巡る昌子さんは、まるで特養内を巡回していたナカさん

だ。そうだよ、ナカさんはこうやって特養全体を護ってく

れていた。葬儀の日、朝から夕方まで特養中がざわめいて

総動員で見送ったのも当然だ。片付けられたナカさんの部

屋を見て、やっぱりちょっと寂しくなるけど、でもナカさ

んはこれからもずっといてくれる、そう思った。これから

もどうぞよろしく、ナカさん、ありがとうございました。 

来る 10 月 27 日に、立教大学大学院の 21 世紀社会デザ

イン研究科の長坂先生にお世話いただいて、銀河の里の事

例やそれにまつわる活動を紹介しながら考えようという

講座を開催することになっている。数年前、内山節の『里

という思想』を読んだのがきっかけで、21世紀社会デザイ

ン研究科を訪ねた。内山先生はすでに退官されていたのだ

が、同科の主任教授の長坂先生と近しくなり、その後何度

も里に訪ねていただいたりするようになった。そんな御縁

もいただいて、施設長が大学院生としてこの科に入学する

など、最近いろいろと面白くなりそうな気配がある。 

一方で昨年、筑波の自然生クラブに見学に行った。代表

の柳瀬さんの魅力ある人柄と考え方に加え「農と芸能」な

ど銀河の里の方向性と近しい雰囲気を感じさせられた。自

然生クラブが、長坂先生のお住まいの近くという偶然も重

なり、何度か三者で交流をさせてもらう機会を得た。 

 

そんな出会いを通じて、田んぼや畑を耕しながら、暮ら

しの中で共に生きていこうとする自然生クラブや里の活

動は、これからの日本の地域社会のありようを模索してい

く上でとても意味があるはずだとの話になった。そこで

「立教大学の公開講座と言う形で、広く一般の人にも参加

していただいて、共に考えられるような場を持ってはどう

か」という話になった。 

タイトルをどうするか悩んでいると、宮沢賢治の『農民

芸術概論綱要』を思い出した。「ほんとうの農民」をめざし

た賢治が、農学校の教師を辞して始めた「羅須地人協会」

でやろうとしたことは、もしかしたら自然生さんや銀河の

里がやろうとしていることと通じているのではないかと

どこかに感じた。 

そうはいっても「農民芸術概論解題」とはなんとも重す

ぎる。宮沢賢治が 1926年に書いた芸術論、『農民芸術概論

綱要』に対して、「その実践とはこうなのではないか」と言

う話なのだから。もちろん身の丈に余るとてつもなく大き

な山に登るような話だ。それでもあえて、今そういう視点

で何かに取り組まなければ、このままでは地域も日本人も

ヤバイのではないかという危機感もあって、身の程知らず

を知りつつあえて掲げた次第だ。 

宮沢賢治を理解しているのかと言われると、私自身ファ

ンではありながらほとんど解っていない。子どもの頃から

『銀河鉄道の夜』というタイトルにものすごく惹かれてい

た。小中時代から天文好きで本好きの少年であった私は、

このタイトルだけで、高原の空に広がる星と遠い未来のよ

うなものがイメージの中で絡まりながらうごめいていく

のを感じていた。その時感じていた遠い未来というのは、

今思えば死の向こうの世界だったのかもしれない。おぼろ

げなイメージだけで明確に意識化できた訳ではないが、で

もそのおぼろげななにものかに引きつけられるように、誰

もいない高原の何一つ遮るもののない 360 度の広がった

空のもとで、宇宙に自分が溶け込んでいくような体験を求

めたものだった。 

それほど強くイメージを刺激される『銀河鉄道の夜』な

のだが、その文章はなぜか読めなかった。一応本好きで通

っていたのだが、賢治の文章は、よくわからないというよ
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り頭に入ってこない、という感じで、読み進めることがで

きなかった。30歳を過ぎたあたりにアニメの『銀河鉄道の

夜』が映画化され、それを観てはじめて「ああ、そういう

話だったんだ」と思ったくらいだから困ったものだ。頭が

悪いと言えばそれまでだが、賢治に関しては強く惹かれ、

イメージも引き出されながら、文章そのものは全く読めな

い、読んでも分からないということが結構ある。 

賢治の文章のなかでもとりわけ『農民芸術概論綱要』は

多くの人が、タイトルは知ってるけど読んだことはないと

か、読んでもよくわからないとか、そんな感じがあるんじ

ゃないかと思う。それでも賢治の言葉としてよく引用され

る「世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあ

り得ない」とか「都人よ 来ってわれらに交れ 世界よ 

他意なきわれらを容れよ」は、この『農民芸術概論綱要』

のなかの言葉だ。タイトルは印象的でイメージを湧き立た

せるが文章は奥が深く、簡単にはつかめない。一方で、文

章の一部が抜粋されることは頻繁で、誰もが知っているよ

うな有名なものがある。この辺りは賢治の文学の不思議な

ところだ。「永久の未完成これ完成である」は『農民芸術概

論綱要』の最後の部分の一節なのだが、答えのないことへ

の本質的な問いかけが賢治の真骨頂なのだから、そんな不

思議な世界が賢治の世界なのかもしれない。単純な答えば

かり求めて、それで全てが解るかのような考えが世界を席

巻している時代のまっただ中で、いまこそ賢治の問いかけ

が活かされるべきだとの視点から、この解題を公開講座の

タイトルとしてあえて掲げたと理解してもらいたい。 

私自身、花巻に居を移して 25 年。賢治に誘われてこの

地に住むことになったんだろうなと、どこかでは感じてい

るが、それもまた意識ではおぼろげな世界の話になる。普

段から強く賢治を意識している訳ではない。ただ、いざと

なるとどうしても出てくるのが賢治なのかなという感じ

だ。この解題のタイトルを掲げたこの春から、意図しない

ところで度々賢治に出会った。たまたま、銀行で手続きの

時間つぶしに手に取った、極めて小さな地元の新聞に、東

山町の賢治詩碑の記念式典の記事が載っていた。宮沢賢治

詩碑「まづもろともに」建立 70 年記念式典で、詩人の谷

川俊太郎氏と、息子さんで音楽家の谷川賢作さんの詩の朗

読と音楽の会が開催されると言う。谷川俊太郎さんは過去

にもいろいろと縁があった方であるし、なんと言ってもフ

ァンなので、早速、実行委員会に電話してみた。すでに用

意した整理券は無くなったのだが追加分を急遽用意しま

すということでなんとか参加できた。詩碑は俊太郎氏の父

で哲学者の哲蔵氏の揮毫によるもので、内容は「まずもろ

ともに かがやく宇宙の微塵となりて 無方の空にちら

ばろう」で、これもまさに『農民芸術概論綱要』からの抜

粋だ。俊太郎さんによると「子どものころ、父が一人部屋

に籠って畳の上に広げた紙にその揮毫をしているところ

を記憶している」ということだった。俊太郎さんも「賢治

は四次元とか言うでしょ。わからないですよね。やっぱり

天才なんだよね」とお話しされていた。俊太郎さんがわか

らないのだから私がわからないのは当然なんだろうなと

思って聞いていたが、わからない次元も、まあ、かなり違

うのだろうけど。 

この公開講座に発表する事例をまとめていると、里の３

つの事例のどれにも賢治が登場してきた。賢治さんはどこ

にもいるんだなと感心させられる。宇宙の塵となってそこ

らじゅうに透明な存在として浸透してくるのが賢治なの

かもしれない。農業と芸術を総合的に捉えて、それを、生

きる事そのものに昇華させることを願った賢治の意図を

捉えて、公開講座では「これが賢治のやりたかったことに

近いんじゃないのかな」という問いかけをしてみようと企

画したとたんに、意外なところに賢治が現れて驚いた。 

20年近く以前、銀河の里を開設してまもなくの頃、里の

現場の事例研究が始まろうとしていた。コメンテーターを

お願いするにも周囲にそうした知見を持った人が見当た

らず困っていた。たまたまあるワークショップで出会った

名古屋の心理療法家、吉田耕司先生にお願いすると快く引

き受けてくださって、それ以降おりにつけ吉田先生にはお

世話になって事例研究を軸にずっと育ててもらってきた。

その吉田先生も賢治のファンで、研究会の後にいただいた

手紙に、「賢治の精神を実践しているのは銀河の里だけだ

と思う」旨の内容が書かれていた。たいへん恐縮したのだ

が、光栄で嬉しくも感じた。本当にそうなればと願いなが

ら、はるか及ばぬ遠い道であることは今でも変わりはな

い。ただ、賢治の姿勢が、今時の簡単に正しい答えを求め

たがる姿勢ではなく、本質的な問いを立て、その謎に挑も

うとする、宗教性に満ちた姿勢であることは、里の姿勢と

してもかなり通じていると思う。明確な答えが成り立たな

い世界と向き合い、それが宗教性に彩られるような深さを

持つが故に、それらは芸術として表現され受け止められて

いく可能性に開かれてくるのだと思う。 

地に立ち、地を耕しながら生きていくという農のありよ

うは、スマホとコンビニだけで用が事足りるような現代の

ありようとは対照的で、生き方としては真逆にある。また、

生まれてすぐに産湯というケアで始まる人間の生には、根

源的にケアが秘められているのかもしれない。ケアを除い

て人間の生は語れない、成り立たないところが重要なのか

もしれない。 

この公開講座では、筑波の「自然生クラブ」と花巻の「銀

河の里」の現場の活動の報告を軸に、そこから議論を深め

ていく場としていきたい。あえて福祉とか介護とか言わず

とも、自然体で、田畑で作物を育て、障害者や高齢者をこ

とさら意識することもなく、当たり前に一緒に生きてい

る。そうした暮らしのなかから生まれてきた、芸能や音楽

に触れながら思索を深めていくことができればと願って

いる。 
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立教大学大学院 公開講演会 

農民芸術概論解題 ～農と暮らしから生まれるアート～ 

日時 ： 10月 27日（金） 13：30～19：30 

場所 ： 立教大学 池袋キャンパス 14号棟地下ＤＢ01・ＤＢ02教室 

      （東京都豊島区西池袋３－３４－１） 

 

《受講無料・申し込み不要》 

 

不安が極大化した現代に、確かな実感をもたらす祈りや神話を取り戻すために、アートはど

うあれば良いのか―。銀河の里、自然生クラブの実践に関する報告と楽曲の演奏や上演を

通じて、共に考えてみませんか。ご来場、お待ちしております！ 

 

内容 ： 第 1部 事例報告１ 銀河の里の実践から 

      第 2部 事例報告２ 自然生クラブの実践から 

      第 3部 パネルディスカッション 暮らしに生きる現場から 

～神話的世界とその創造性～ 

      第 4部 暮らしから生まれた音楽と舞踏 （太鼓と舞踏/パンクロック/田楽舞） 

 

 
【 よりあい広場の様子 】  厨房特製おばんざいと、銀河で採れたトマト氷＆自家製練乳かき氷でおもてなし 



 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の夏も、ちいさな祈りがたくさんの実りとなりました。 

喜び踊った楽しい夏は、あっという間に過ぎてしまったけれど、 

畑のいのちは途切れなく秋へと続きます。 
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 銀河の里 検索 

 ７日：ブドウ狩り（ＴＹ） 

１０日：熊野神社例大祭 
１６日：くらしのフェスティバル開幕 
１６日：クラリネット＆ピアノ Live 

２１日：和太鼓ワークショップ（ＷＳ） 
２５日：塩釜ツアー（ＧＨ１） 
２６日：稲刈りスタート 

その他：林檎（つがる・黄香）収穫、 
    表現活動、芸術活動など 

 

９
月
の
行
事
予
定 

あまのがわ通信に対するご意見・ご感想をお

待ちしております。FAX、メール、ホームペー

ジより受付させて頂きます。お名前、ご住所、

お電話番号なども明記してお送りください。

読者の皆様とのやりとりを楽しみにしており

ます。 
http://blog.ginganosato.com/ 

ブログ 
更新中 

最新情報はフェイスブックでhttps://www.facebook.com/yuuwakai.ginga 

 

 

～作者コメント～ 

 

山の頂上の絵を描きました。 

崖のコケは緑を使って描きました。 

頂上でおにぎりを食べています。 

1 人だけサンドイッチを食べている人

がいます。山の頂上でヤッホーと叫ん

でいる人がいます。 

山の日にちなんで描きました！ 

幸太郎より 

「山の頂上」  村上幸太郎 

 

 
9月 16日（土）～23日（土） 
銀河の里 くらしのフェスティバル 

銀河の里では、介護や支援の実践において“暮らし”を重視し、

農業を基盤とした営みに包まれて皆で共に生きていく感覚を 

大切に考えてきました。 

里の暮らしの現場の中で生まれてきた表現を、「くらしのフェス

ティバル」と銘打ち、世に問いかける試みです。 

ぜひご来場くださいませ！ 

 

＜プログラム内容＞ 

■里物語～澄み切った夢～ 

銀河の里入居者のおはなしを語りと太鼓、舞踏で表現します。  

（語り：今野美稀子／太鼓：佐々木里奈／舞踏：太田直史）

17(日)14:00～ 

 

■銀河の里・絵画展 

  銀河の里でのくらしの中から生まれた絵を展示します。 

  （伊藤正代／佐藤万里栄／中屋なつき） 

 

■銀河の里・くらし展 

  銀河の里の風景や暮らしを写真や映像でつづります。 

  銀河の里の美味しい生産物もご紹介！ 

 

■銀心會（銀河の里バンド） 

  V＆G）龍太狼 Dr）川戸道美紗子 Key）佐々木広周 

  16(土)11:00～ ／ 19(火)14:00～ ／ 23(土)11:00～ 

絵：伊藤正代  

【 里のアートシーン 】 

https://www.facebook.com/yuuwakai.ginga

